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１ 趣旨 

  海老名市教育委員会では２１世紀の教育理念を『ひびきあう教育』とし、子どもたち

に必要な力「生きる力」をはぐくむ教育を推進しています。ひびきあう教育の理念のも

とに目指す２１世紀の子ども像を、「自分を誇れる子」「感性と知性をみがく子」「共感で

きる心をもった子」「わがまち海老名を語れる子」とし、具体的な施策・事業を市の総合

計画（実施計画）に位置付けて取り組んでおります。 

  海老名市では実施計画に位置付けられた全ての施策・事業を対象として、透明性や客

観性を確保するための外部評価を含めた行政評価（事務事業評価）を行い、効果的・効

率的な行政の推進に資するとともに、市民の皆様への説明責任を果たすため、この内容

をホームページ等でお知らせしてまいりました。 

  こうした中、平成１９年６月の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正

（平成２０年４月施行）により、教育委員会は、毎年、その教育行政事務の執行状況に

ついて点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに

公表しなければならないとされました。 

  このことから、海老名市教育委員会では既に実施している行政評価（事務事業評価）

をベースに、法改正の趣旨に則り教育委員会自らが、教育行政の取り組みに対する自己

点検・評価を行い、報告書としてまとめました。 

 

２ 点検・評価の対象 

  点検・評価の対象は、海老名市第四次総合計画前期基本計画の実施計画に位置付けて

実施した平成２１年度の施策・事業のうち、海老名市の２１世紀の教育理念である「ひ

びきあう教育」の推進のために取り組んだ主な事業を対象として実施しました。 

（巻末「海老名市第四次総合計画（前期基本計画）実施計画事業一覧」参照） 

 

３ 点検・評価の方法 

 (1) 点検・評価にあたっては、対象とした施策ごとの主な事業について、その目的、平

成２１年度の実績内容等を示し、その結果を踏まえて、所管課としての評価及び課題・

今後の方向性を記載しました。 

 

 (2) 点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方々等のご意見

をお聞きする機会を設け、様々なご意見、ご助言をいただきました。 

 

 (3) 上記を踏まえて、対象とした施策又は主な事業について、教育委員会としての評価

を記載しました。 
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   ご意見等をいただいた方々は、海老名市の教育理念である「ひびきあう教育」の推 

  進にあたり、教育関係者、市民等の各界各層から広く意見を聴き、教育行政に反映さ 

  せるために設置した「海老名市ひびきあう教育懇話会」委員の皆様です。 

 

 

   ご意見等をいただいた「海老名市ひびきあう教育懇話会」委員の皆様 

                           （五十音順、敬称略） 

  委 員 備   考 

 赤井 孝一  学識経験者（元海老名市教育委員長） 

 秋島 優子  学識経験者（前海老名市立柏ケ谷中学校長） 

 安彦 正一  学識経験者（日本大学 非常勤講師） 

 石井 尚子  市民委員 （公募） 

 石井 伸幸  市民委員 （公募） 

 市川 弘秋  団体推薦 （(社)海老名青年会議所） 

 牛村 忠雄  学識経験者（前海老名市教育長） 

 掛川 忠良  市民委員 （公募） 

 銀屋 幸子  学識経験者（前海老名市立中新田小学校ＰＴＡ会長）

 渡辺 雅子  市民委員 （公募） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検・評価結果 
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点検・評価の対象施策・事業 
 

１．差別や偏見のない明るい社会の推進 

       人権教育推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

２．生涯学習活動の推進 

生涯学習講座等の開催・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

家庭教育学級の開催・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

教室開放・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 

３．図書館事業の充実 

図書館運営事業・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

図書等の情報資料の収集・提供・・・・・・・・・・１２ 

４．歴史的空間の確保 

相模国分寺跡歴史公園の整備活用・・・・・・・・・１４ 

相模国分尼寺跡歴史公園の整備活用・・・・・・・・１５ 

５．文化財の保護と活用 

文化財の保護・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

文化財の活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

６．市史の調査研究 

市史編さん事業の充実・・・・・・・・・・・・・・２０ 

歴史資料収蔵館の改修・維持管理事業・・・・・・・２１ 

７．青少年の育成 

放課後子どもプラン事業・・・・・・・・・・・・・２３ 

えびなっ子サマースクール事業・・・・・・・・・・２４ 

８．ひびきあう教育の実践 

ひびきあう教育推進事業・・・・・・・・・・・・・２６ 

９．児童・生徒への支援 

教育支援教室の充実・・・・・・・・・・・・・・・２８ 

海老名スクールサポートシステム事業・・・・・・・２９ 

１０．教育環境の充実 

効果的な教職員配置の推進 （少人数指導）・・・・・３１ 

部活動充実事業・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

学校教育相談体制の充実・・・・・・・・・・・・・３３ 

１１．教職員研修・教育研修の充実 

教職員研修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・３５ 

１２．多様な教育の展開 

外国語教育推進事業・・・・・・・・・・・・・・・３７ 

特別支援教育充実事業・・・・・・・・・・・・・・３８ 

１３．学校施設の整備・充実 

校舎のエアコン設置・・・・・・・・・・・・・・・４０ 

校舎のトイレ改修・・・・・・・・・・・・・・・・４１ 

１４．学校給食の充実 

給食センター建設・・・・・・・・・・・・・・・・４３ 

学校給食における食育の推進・・・・・・・・・・・４４ 

１５．環境問題意識の高揚 

学校版環境ＩＳＯ事業・・・・・・・・・・・・・・４６ 

小学校校庭芝生化への試行・研究・・・・・・・・・４７ 
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 ≪施策の概要≫ 

   講演会や学校教育の場などにおいて、人権意識の普及・啓発を行います。 

  

≪施策の方向≫ 

   人権意識の啓発 

 ⇒ 市民及び職員の人権意識の普及・啓発を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業 

事 業 名 人権教育推進事業 

所管課名 学校教育課 

【実績】 

①人権教育担当者会議 

（ 2 回、 38 名） 

②各種研修会への参加 

（17 回、109 名） 

③啓発資料の配布 

小学校 4 年生（1,253 名） 

中学校 1 年生（1,054 名） 

 

【目的】 

心の教育について考え、実

践するとともに思いやりや社

会性を持った児童・生徒の育

成を図ります。 

【平成 20 年度との比較等】 

 21 年度の事業の構成、内容は

20 年度とほぼ同じであり、現状

の継続であったが、教職員の人権

問題に関する知識・理解を深め資

質を向上するために、人権担当者

会議の充実を図った。 

 

【課題、今後の方向性】 

研修会への参加は、各学校に均

等に機会を与えている。教員の役

割が多様化する中で、参加人数は

現行を維持していきたい。 

また、啓発資料の配布は小学校

4 年（中～高学年期）と中学校 1

年（異なる小学校を卒業した児童

が新たな集団を形成する時期）で

の配布が望ましく、継続していき

たい。 

 

 

 

１ 差別や偏見のない明るい社会の推進 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 子ども達だけではなく親の世代にも資料が渡り、親子間で人権につい

て話せるような環境が作れれば良いのではと考える。 

・ 啓発資料の配布は、全学年を対象とした方が良いと思う。 

・ 権利意識について多くの視点からバランスの取れた内容を望む。 

・ 人権意識の普及・啓発活動を行う立場の大人について資質向上のため

の諸施策の推進は極めて適切であると思われる。 

・ 思いやり、社会性などと共に広い道徳感の涵養が重要であり、これら

は児童虐待防止やモンスターペアレント対策などとも連携しつつ、一層

の充実が求められる。 

・ 市民向けの人権意識の啓発がもっと必要かと思う。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

教職員の研修会への参加は、各学校に均等に機会を与え、参加者が校内

の全職員へ周知することにより、市内全教員の人権感覚を向上することが

できました。担当者会議では、各校の取り組みを情報交換することにより、

指導内容や課題を共有化し今後へつなげることができました。 

また、啓発資料を配布することにより、思いやりや社会性を持った児

童・生徒の育成を図ることができました。 

人権尊重社会の実現にあたり、学校の果たす役割は重要ですので、今後

も研修や啓発資料の内容を常に検討し、人権意識の普及・啓発を努めてま

いります。 
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≪施策の概要≫ 

   学校・家庭・地域社会と連携、協働し、学習内容の充実を図り、全ての世代のニー

ズに対応した生涯学習活動を推進します。また、広報紙やホームページなどの各種メ

ディアを有効に活用して、学習活動などの情報を提供します。 

   また、市民協働による生涯学習活動の推進に向け、生涯学習関係団体間の活発な情

報交換や団体相互の連携を図るなど、生涯学習推進体制を充実します。 

 

≪施策の方向≫ 

   活動機会の提供 

    ⇒ 生涯学習に関する情報の集積や提供を行うとともに、講座や講演を提供し、

学習の活性化を図ります。 

   活動拠点の確保 

 ⇒ 市内公共施設を生涯学習活動の拠点として活用・確保を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 生涯学習講座等の開催 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①前期公民館講座 

（ 7 講座、268 名） 

②前期市民教養大学 

 （ 2 講座、101 名） 

③後期公民館講座 

（ 8 講座、272 名） 

④後期市民教養大学 

 （ 2 講座、108 名） 

 

【目的】 

生涯学習計画の基本目標を

充足するための体系的な生涯

学習講座を開催します。 

 

 

 

 公民館講座（天文） 

 

 

 

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度に実施した新えびな講

座は、市民が企画段階から参加す

るなど市民活動の側面があるた

め、21 年度から所管が市民協働

課へ変更となった。 

これ以外では 21 年度の事業の

構成、内容は 20 年度とほぼ同じ

であり、現状の継続であったが、

【課題、今後の方向性】 

市民の要求講座、市としての必

要課題講座等がバランスよく入

っており、生涯学習の提供として

市民からの期待も大きいため、引

き続き継続していきたい。 

 

 

２ 生涯学習活動の推進 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 家庭教育学級の開催 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①幼稚園家庭教育学級 

（ 7 園、1,476 名） 

②小学校家庭教育学級 

（13 校、1,164 名） 

③中学校家庭教育学級 

（ 6 校、  447 名） 

 

各園・各校とも広報の仕方の工

夫やきめ細やかな学級の打合せ

により保護者の支援を行った。 

 

【目的】 

家庭教育学級を開催し、家

庭教育の充実や意識の向上を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 20 年度との比較等】 

21年度の事業構成は20年度と

ほぼ同じであり、現状の継続であ

ったが、21 年度は講座のテーマ

に現在的な課題を取り入れた。 

親子参加型の話し合いの実践、

サイバー犯罪や食に関する講座

の展開をしたことにより、内容の

充実を図った。 

また、幼稚園家庭教育学級の充

実に努めた。 

 

【課題、今後の方向性】 

家庭の教育力向上のため、保護

者の自主性を育てつつ、社会教育

指導員との学級内容の検討や役

員との連携による家庭教育の支

援を行う。 

また、幼稚園の家庭教育学級の

充実、親子参加型家庭教育学級、

学校の職員と保護者の家庭教育

学級の普及に努め、現代的教育課

題を取り上げながら継続してい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

                ←家庭教育学級→ 

 

 

 

 市民教養大学については、20 年

度より進めた放送大学との連携

を実施することが出来たことに

より、講義内容の充実を図った。 
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◎当該施策における主な事業【３】 

事 業 名 教室開放 

所管課名 教育総務課 

【実績】 

余裕教室などを活用し、市民や地

域へ開放した。 

①上星小…教室【Ⅲ館 2 階】 

 （ 52 回、延べ 149 時間） 

②東柏ケ谷小…特別活動室、音楽

室、ランチルーム 

 （169 回、延べ 562.5 時間） 

③柏ケ谷小…教室【北棟 1階】 

 （ 43 回、延べ 125.5 時間） 

④今泉中…視聴覚室 

 （  2 回、延べ 8 時間） 

合計 362 回、延べ 845 時間 

 

【目的】 

学校施設の活用により、市

民の学習機会とコミュニティ

の場づくりを図ります。 

【平成 20 年度との比較等】 

20年度の開放実績は4校で116

回、延べ 226 時間であったが、当

該事業のことが市民に浸透して

きたことから 21 年度の利用は 3

倍以上の増となった。 

さまざまな地域活動の拠点と

して定着しつつある。 

 

【課題、今後の方向性】 

地域コミュニティの場として

の役割も担う学校施設の開放に

ついては、今後ますますニーズが

高まる可能性があり、更なる事業

推進が求められると考えている。
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 生涯学習活動について、活動機会の提供と活動拠点の確保という重要

な施策について、体系的な視点を持ちつつ推進されており、最近の活動

実績も極めて充実したものとなっている。近隣他市の取組み状況を調査

するなど一層の向上への取り組みを期待する。 

・ 市民講座のニーズが高くなる中で講座の開催日も平日が多く、市民の

勤務者は参加できない。勤務者である若い人達の為にも土・日曜日開催

講座も増やしてもらいたい。また、講座についても市民のアンケートを

実施し、何を講座として必要かがわかると思う。 

・ 施策の概要にあるように「市民協働」という視点から考えた場合、市

民協働課との連携を図ることが必要。連携しているのであればさらに推

進すべき。行政の枠を離れて推進すべきだと考える。 

・ 家庭教育学級は定着したといえる。より、深化した今後の展開を期待

する。 

・ 余裕教室の開放は良いことであり、他校への広がりを望む。ただし、

各校の実情や都合を調査したうえで行うことが必要。 

・ 音楽室等の特別教室は限られていると思うので、空時間があれば積極

的に開放した方が良いと思う。また、既存団体だけでなく多くの方達に

周知できればと思う。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

生涯学習活動については、現代的な課題である健康や食育、環境、男女

共同参画、家庭教育等、また市民の方が望む知識や教養等タイムリーな講

座を実施し、生涯学習推進体制の充実を図ることができました。今後もア

ンケート等を参考に展開してまいります。 

本市の家庭教育学級は、他市や県からも注目されている事業となりまし

たので、さらに講師の充実や保護者との打合せを十分にしてまいります。

また、PR にも力を入れてまいります。 

教室開放については、地域活動の拠点として市民からの要望が高まって

きていることから、教室開放の拡大に向けて、学校の保安と教室開放の両

立ができるよう施設面での整備を進めたいと考えております。 
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≪施策の概要≫ 

   市民が安全で快適に学習活動が行えるよう、図書館の維持管理に努めるとともに、

市民の様々な学習要求に応えるため、資料の充実を図り、学習活動への支援を充実し

ます。 

 

≪施策の方向≫ 

   図書館機能の充実 

 ⇒ 市民にとって利用しやすい図書館を目指し、特色ある図書館運営を研究・実

施し、サービス向上を図ります。 

郷土資料の収集 

 ⇒ 国分寺関係等の郷土資料を収集し市民や研究者に提供します。 

   効率的な運営 

    ⇒ 情報システム等の整備により、市民サービスの向上、事務処理の効率化、迅

速化を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 図書館運営事業 

所管課名 社会教育課（旧・中央図書館） 

【目的】 

運営体制の整備や各種事業

の実施などを進め、図書館サ

ービスの充実･向上を図りま

す。 

【実績】 

①図書館講座 

（ 1 回延べ 2 日間、44 名） 

②出前講座 

（ 1 回延べ 2 日間、21 名） 

③読み聞かせと語りのための講

座（ 2 回延べ 2 日間、25名）

④ボランティアリーダー講習会 

（ 1 回開催、33 名） 

⑤親子で楽しむ講座 

（ 1 回 2 日間開催、39 名） 

⑥子ども向け講座 

（ 1 回 2 日間開催、84 名） 

⑦おはなし会 

（97 回開催、2,023 名） 

⑧おはなしひろば 

（57 回開催、1,533 名） 

 

【課題、今後の方向性】 

平成 23 年度から運営業務の外

部委託を実施（平成 22 年度は準

備期間）し、持続可能な図書館サ

ービスの維持・向上を図ることと

するため、平成 22 年度より事務

事業名を「図書館利用者サービス

の向上」に改め、図書館運営から

図書館経営への前向きな転換を

推進します。 

外部委託により所管課予算は

増額となりますが、職員の適正配

置により市全体としての人件費

削減に寄与します。 

３ 図書館事業の充実 
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⑨ブックスタート 

（41 回開催、1,030 名） 

 

合計 延べ 4,832 名 

 

 

【平成 20 年度との比較等】 

21 年度の事業構成、内容は 20

年度とほぼ同じであり、現状の継

続。 

なお、21 年度において、持続

可能な図書館経営のあり方を検

討した「海老名市立図書館外部委

託推進計画」を策定し、今後、図

書館運営業務を外部委託とする

教育委員会の方向性を示した。 

 

 

 

◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 図書等の情報資料の収集・提供 

所管課名 社会教育課（旧・中央図書館） 

【実績】 

①蔵書整備数 

中央図書館  8,997 冊 

有馬図書館  3,414 冊   

②蔵書数 

中央図書館 296,941 冊 

一般図書  209,295 冊 

児童図書  87,646 冊 

   有馬図書館  89,662 冊 

一般図書 61,276 冊 

児童図書  28,386 冊 

③貸出冊数    558,629 冊 

④市民のリクエスト数 

リクエスト 43,387 件 

 

【目的】 

図書、記録などの資料を収

集、整理、保存して市民の利

用に供します。 

市民にとってさらに利用し

やすい図書館を目指し、特色

ある図書館運営を研究・実施

し、さらなるサービスの向上

を図ります。 

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度の蔵書整備数は、中央

図書館が 8,025 冊、有馬図書館が

3,219 冊。 

【課題、今後の方向性】 

蔵書整備には、新刊情報などの

収集に努めるとともに、市民の要

望や各種情報提供などを参考に、

効果的な図書選定をめざしてい

く。 
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21 年度においても、両館にお

ける利用率や地域の特性を考慮

した差を設けそれぞれの館の図

書選定方針に留意した分野別収

集を促進し、幅広い図書の提供に

努めた結果、①蔵書整備数、②蔵

書数、③貸出冊数、④リクエスト

数のいずれも 20 年度を上回っ

た。 

 

 

 

施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 図書館サービス事業は、最近数年間にかなり充実してきた。さらに、

近隣市の対応状況を調査するなど一層の向上を期待する。 

・ 図書館経営の方向へ試行しつつ、大いに関連事業を進めて欲しい。 

・ 小さい頃から親子で図書館を利用できる企画等は良いと思う。 

・ 図書館の蔵書及びサービスは充実してきている。しかし、近年は DVD・

CD など視聴覚の要望が多いと思われる。DVD・CD などの貸出しを増やし、

さらにそれらの充実を望みたい。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

21 年度は、20 年度から継続して、読み聞かせと語りのための講座等の

内容充実を図り、幅広い世代を対象に読書推進啓発事業を行うことができ

ました。 

また、子どもを取り巻く社会環境の変化から、子どもの活字離れが指摘

されており、子どもが読書に親しみやすい環境を整えるため、「第 2 次海

老名市子ども読書推進計画」を策定しました。今後はこの計画を基に、学

校・団体等と連携して子ども読書を推進してまいります。 

図書館の民間活用については、この数年来検討されてきた懸案事項であ

り、民間活用の方法については、外部委託に決定しました。22 年度はこの

方針に基づき、委託業者を選定し、サービスの向上を目指して 23 年度か

ら 3 年間、運営業務を委託することになります。 
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≪施策の概要≫ 

   相模国分寺跡、相模国分尼寺跡、秋葉山古墳群、今福薬医門公園について、保存・

整備を図り、歴史公園等の歴史的空間を確保します。また、わかりやすい史跡・文化

財巡りに向けて、史跡文化財ネットワークを形成します。 

 

≪施策の方向≫ 

   歴史的空間の確保 

  ⇒ 史跡地などについて、海老名の史跡文化ネットワークの形成に向け、土地の

上部利用の促進などの整備を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 相模国分寺跡歴史公園の整備活用 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①買収地整備（1,006.8 ㎡） 

②芝張り植栽 

③公園内維持管理・補修工事 

 

※平成 21 年度末 

指定面績   34,472.73 ㎡ 

公有地化面積 25,518.53 ㎡ 

公有地化率     74.03％ 

 

【目的】 

海老名市の史跡文化財ネッ

トワークの核として整備・公

開し、利用活用の促進を図り

ます。 

遺構を復元して歴史的空間

の創出を行います。 

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度は用地買収（2 筆・1,230

㎡）を実施したが、用地買収は隔

年で実施して行く計画であるこ

とから、次回は 22 年度において

買収を実施する予定であり、公有

地化事業は、予定どおり進行して

いる。 

21 年度は、昨年度に公有地化

した、温故館西側の土地の芝張り

植栽を実施し、環境の整備を図っ

た。 

【課題、今後の方向性】 

用地買収については、地権者の

生活の問題や財政的な問題もあ

るが、国等の補助形態も不透明で

あり、可能な限り公有地化を進

め、その活用を検討して行く。 

 

４ 歴史的空間の確保 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 相模国分尼寺跡歴史公園の整備活用 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①用地買収（１筆・86.03 ㎡） 

②公園内維持管理 

 

※平成 21 年度末 

指定面績    7,157.81 ㎡

公有地化面積  4,913.17 ㎡

公有地化率     68.64％

 

【目的】 

史跡相模国分寺跡ととも

に、海老名の史跡文化財ネッ

トワークの核として整備公開

し、上部の利用活用を図りま

す。 

【平成 20 年度との比較等】 

史跡地内中央道路北側踏み切

り際の共同住宅敷地を買収した。

20 年度においても用地買収（3

筆・169.07 ㎡）をしていること

から、公有地化事業は、予定どお

り進行している。 

 

【課題、今後の方向性】 

用地買収については、地権者の

生活の問題や財政的な問題もあ

るが、国等の補助形態も不透明で

あり、可能な限り公有地化を進

め、その活用を検討して行く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模国分寺跡歴史公園 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

･ 相模国分寺は海老名のシンボルでもある。公共施設ならびに海老名サ

ービスエリアなどにチラシの配布及び模型などの展示を置いたら如何

か。もう少し、市の PR を積極的に実施してもらいたい。 

・ 歴史的空間の確保は費用と時間のかかる事業ではあるが、着実に推進

されている。これらの保存・整備事業と共に重要な事業はわかりやすい

広報・案内であり、他市からの訪問者を含む人々への案内事業の充実が

求められる。例えば、海老名駅頭におけるわかりやすい案内の充実を期

待する。 

・ 常設でなくても何かのイベント等と共同で国分寺の大きさ、高さ等、

子ども達が実感できるような物があれば興味も大きくなるのではない

か。 

・ 国分寺、国分尼寺を市外からの観光誘致という視点よりも先に市民に

対しての文化意識の向上と捉え、市民を巻き込んだイベントの開催を期

待する。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

 相模国分寺跡及び相模国分尼寺跡の公有地化については、地権者のご理

解、ご協力により、進めることができました。 

両史跡は、国指定史跡であり海老名の誇るべき歴史的遺産でありますの

で、今後も海老名のシンボルとして、市内外に広くＰＲしてまいります。
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≪施策の概要≫ 

   新郷土資料館を設置し、貴重な文化財の一元管理、保護、活用を図るとともに、地

域の歴史や文化財の総合的な調査研究の利便性の向上を図ります。 

 

≪施策の方向≫ 

   文化財の保護と活用 

  ⇒ 市内文化財の調査を行い、その成果を公表します。また、郷土資料館の設置

を通じて、歴史文化の普及を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 文化財の保護 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①天然記念物保存修理 

②無形文化財育成事業 

③埋蔵文化財発掘調査 

④文化財収蔵庫・保管庫維持管理

 

【目的】 

過去の歴史遺産を保護する

ことにより、市民の文化的生

活に厚みを加え、海老名に居

住することの郷土意識を醸造

させることにより、市民の文

化的生活の向上をより一層図

るとともに後世へ文化資産を

引き継ぎます。 

【平成 20 年度との比較等】 

21 年度の事業の構成、内容は

20 年度とほぼ同じであり、現状

の継続であったが、20 年度の修

理調査をもとに県指定天然記念

物「有馬のハルニレ」の保存修理

を実施し、貴重な文化財の保護を

図った。 

 

【課題、今後の方向性】 

新たな、文化財の保存に向け、

調査、研究を行う。 

伝統芸能の保存、継承を図る。

 

 

 

                            

 

 
 

５ 文化財の保護と活用 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 文化財の活用 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①文化財講演 

 （ 1 講演、64 名） 

②体験講座開催 

（ 3 講座、延べ 102 名） 

③歴史のさんぽみち案内板設置 

④史跡散策  

（ 7 回、延べ 276 名） 

 

文化財の積極的な活用を図り、

多くの市民が各種講座等を受講

した。 

 

【目的】 

海老名という地域を形作っ

てきた海老名の歴史遺産・文

化財を活用することにより市

民の文化財保護意識や生活文

化の向上と充実、海老名なら

ではの歴史資産・整備による

市外在住者の観光的誘致を図

ります。 

【平成 20 年度との比較等】 

21 年度の事業の構成、内容は

20 年度とほぼ同じであり、現状

の継続であったが、各種講演会、

体験講座、史跡散策等を実施し、

多くの市民に文化財の普及、啓発

を図った。 

 

【課題、今後の方向性】 

史跡散策、野草観察会、ジャン

ボかるた大会等の催しに多くの

市民の参加があった。 

今後も引き続き積極的に文化

財を活用した事業の充実を図る。
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 文化財の保護・活用は時間のかかる事業だが、かなり充実してきた。

これらの文化財を単に紹介するだけではなく、海老名が有する農産物の

販売やビナウォーク地区との連携などは利用者や市にとっても有効で

あると思われる。いくつかの担当課との連携が期待される。 

・ 既存施設の修理・改善等、親世代が見て育った物（郷土かるたの標識

等）が、子の世代でも残って一緒に見ることができれば文化財を通して

郷土意識がより芽生えるのではないか。 

・ 市にある文化財の PR パンフレットを作成し、市の事業に活用すべき

だと思う。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

県指定天然記念物「有馬のハルニレ」の保存修理を実施し、貴重な文化

財の保護を図ることができました。 

また、史跡散策、野草観察会、ジャンボかるた大会等に多くの市民の参

加があり、歴史のさんぽみち案内板でも好評をいただいております。これ

ら事業を通じて歴史文化の普及を図ることができました。 

文化財の保護、活用については、より多くの市民等が「ふるさと海老名」

として実感できるよう文化財を通じて事業を進めてまいります。また、庁

内と連携し、より積極的な事業展開を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ↑ 有馬のハルニレ 
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≪施策の概要≫ 

   歴史資料を永く後世に残すとともに市民の郷土への理解を深める契機とするため、

市史の調査研究を継続します。 

 

≪施策の方向≫ 

   市史の調査研究 

  ⇒ 新たな市史の調査・研究を行うとともに、刊行物の有償頒布を行います。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 市史編さん事業の充実 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①市史ダイジェスト版の刊行準

備 

②収集資料の整理・公開 

 

【目的】 

歴史資料を永く後世に残

し、伝えるとともに、市民の

郷土への理解を深めるため

に、資料の収集･整理･公開等

を行います。 【平成 20 年度との比較等】 

20 年度は『市史 8 通史編 近

代・現代』を刊行。21 年度は、

22 年度を予定しているダイジェ

スト版の刊行に向け、本格的に原

稿校正を進めた。 

また、いままで分散管理をして

いた市史資料について、歴史資料

収蔵館の設置に伴い、一括集中管

理が図られ、特に公開・閲覧に向

けて分類ごとに整理・保管を行う

ことができた。 

 

【課題、今後の方向性】 

歴史資料収蔵館の開館を踏ま

え、資料の公開に向けた収集・整

理を図りたい。  

また、平成 22 年度刊行予定の

ダイジェスト版の原稿校正を進

めたい。 

 

６ 市史の調査研究 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 歴史資料収蔵館の改修・維持管理事業 

所管課名 社会教育課（旧・生涯学習文化財課） 

【実績】 

①歴史資料収蔵館整備工事 

②維持管理 

 

【目的】 

現在、分散して保管されて

いる歴史資料を、集中的にか

つ良好な状態で永く後世に保

存し、資料の閲覧等を行うた

め。 

【平成 20 年度との比較等】 

 20 年度に行った歴史資料収蔵

館耐震等改修設計をもとに、21

年度は収蔵館の整備工事を行い、

完成した。 

これにより、市の貴重な歴史資

料を永く後世に残すための拠点

及び環境を整えた。 

なお、早期の竣工に伴い事務所

移転も早めに実施し、スムーズに

4 月の開館を迎えることができ

た。 

 

【課題、今後の方向性】 

今後は、収蔵館の利用の拡大を

図るため、公開資料の拡大や展示

会などの実施を行いながら、適正

な維持管理に努めていく。 

 

 

 

 

 

                         

歴史資料収蔵館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                閲覧コーナー 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 市史のダイジェスト版の刊行は結構なこと。しかし、その内容につい

ても、小学生にわかるマンガ版のダイジェスト等も検討したらどうか。

・ 立派な市史が刊行されており、市民が入手しやすい価格で、わかり易

い内容が良いと思われる。 

・ 海老名の歴史を永く後世に残すことは重要であるが、その利用はごく

一部の人に限られている。従って、そのダイジェスト版の刊行は極めて

重要であり、わかり易く簡潔なダイジェスト版を期待する。 

・ 学区や自分が住んでいる地域の旧地名等身近な歴史等をコミセンや学

校など目の触れやすい所で活用しても良いのではないか。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

歴史資料収蔵館が完成し、市の貴重な歴史資料を永く後世に残すための

拠点及び環境を整えることができました。今後は、歴史資料を集中管理し、

年に数回、歴史資料の特別展示を行いたいと考えております。 

なお、市史のダイジェスト版については、時代の対象を先土器時代から

平成初年代までとし、市域を中心とした歴史を記述して、中学生から高齢

者までを対象に、親しみやすいガイドマップの代わりになるような読み物

にしたいと考えております。 

 



  23

 

 

 

 

≪施策の概要≫ 

   青少年の健全育成に向けて、文化、スポーツ、学習や交流の場の提供を図ります。 

   また、地域と連携して、児童・青少年を取り巻く環境や社会の変化に対応した対策

の充実を図ります。 

 

≪施策の方向≫ 

   活動の場の提供 

  ⇒ 青少年の創造性や自主性を尊重しつつ、青少年健全育成の推進を図るととも

に、青少年に活動の機会を提供します。 

   青少年を支える仕組みづくり 

  ⇒ 放課後児童に対し、遊び・交流の場を提供することにより、健全な育成を図

ります。 

    青少年に関する悩みごとや、相談にきめ細かく対応するために、相談機能を

充実させます。また、非行防止の啓発等を行います。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 放課後子どもプラン事業 

所管課名 社会教育課（旧・青少年課） 

【実績】 

①放課後子どもプランコーディ

ネーター２名委嘱 

②放課後子どもプラン運営委員

会（2 月、7 月、11月開催、プ

ランの実施結果の検討及び次

年度の方針を協議） 

③指導者研修会（5 月、7 月、2

月開催） 

 

【目的】 

放課後子ども教室推進事業

（海老名あそびっ子クラブ事

業）と放課後児童健全育成事

業（学童保育事業）と巡回指

導を連携して、小学生に安全

な放課後の居場所を提供し、

健全育成の推進を図ります。

【平成 20 年度との比較等】 

研修結果を効果的に活用でき

るよう、回数を１回増やし、年度

の早い時期から始めた。 

また、市内 16 の学童保育クラ

ブ団体に補助金を交付している

が、21 年度に障がい児受け入れ

加算を新設し、施設費補助の上限

【課題、今後の方向性】 

放課後子どもプランをさらに

推進するため、コーディネーター

や巡回指導の社会教育指導員の

役割を再度検証し、活動内容の拡

大を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

７ 青少年の育成 
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                          放課後子どもプラン事業 

                          （あそびっ子クラブ） 

 

 

◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 えびなっ子サマースクール事業 

所管課名 学校教育課 

【実績】 

サマースクールを市内全小中

学校 19 校で実施 

 

参加者 

小学校延べ 13,250 名 

中学校延べ     92 名 

 

柏ケ谷・大谷小学校サマースク

ールにて市民活動団体から指導

を受けた短歌作品がコンクール

において入賞と成果もあった。 

 

【目的】 

児童生徒の夏季休業中の居

場所づくりとして学校施設を

開放し、学習や遊び、芸術体

験の場を提供する事により、

健全育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

学習・図書 【平成 20 年度との比較等】 

平成 21 年度新規事業。 

新たな取り組みとして、多くの

参加を得られた。また、地域・市

民団体の参加により子ども達を

地域で見守り共に育てるという

従来の取組みをより強化具体化

し、地域と学校の連携の強化を図

った。 

管弦楽を中心とした芸術体験

等日頃の授業にはない体験活動

を提供し、参加者の好評を得た。

 

【課題、今後の方向性】 

本年度の実施を踏まえ、退職校

長をスクールマスターとして、地

域の参画を得、さらに市民活動団

体等の協力を得て実施していき

たい。 

平成 22 年度は、社会教育課に

所管を移動して実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    手作りおもちゃ 

 

 

も見直したことにより、学童保育

運営の支援をし、放課後児童の居

場所確保の充実を図った。 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 放課後子どもプランコーディネーターは市独自のもので、大変良い。

ますますの充実を願う。 

・ 放課後、夏休みの中の居場所作りは良いことだと思う。遊びや体験を

大人が教えるばかりではなく経験した子ども達が年下の子どもに教え

て子ども同士の繋がりを作って行くことも必要だと考える。 

・ 青少年の育成に関し、場の提供や仕組みづくり等が充実しつつある。

放課後事業やサマースクール事業についても活発に推進されている。地

域や保護者との連携という点でも重要。いくつかの担当課との緊密な連

携が求められる。また、事前の簡単な道徳教育や地域の安全策などのプ

レゼンテーションも効果的かも知れない。 

・ サマースクールは大変良い企画。夏休みが充実する。普段できない知

識、経験が夏休みだからできる。大いに発展して欲しい。 

・ サマースクールも定着した感がある。できれば多くの市民参加を得る

よう、分野を拡充する必要がある。例えば、サッカーの講義、やさしい

新聞の読み方、記者としての取材の仕方など、小・中学生のニーズに即

した内容を実施することも必要であろう。市民参加のための PR を拡大

してもらいたい。 

・ サマースクールの開催時期だが、新学期に向かって心の準備にも繋が

る 8 月下旬の方が良いのではないか。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

 放課後子どもプランについては、コーディネーターを配置し、学校との

連携を図りながら地域の方々の協力の下に実施しました。また、学童保育

クラブ団体への補助として、21 年度に障がい児受け入れ加算を新設し、施

設費補助の上限も見直したことにより、学童保育運営の支援を行いまし

た。これらにより、放課後児童の居場所の充実を図ることができました。

21 年度の新規事業である「えびなっ子サマースクール」は、教育委員会

の重点事業として取り組みました。結果、中学生については、補習の場と

しての提供であったこと、3 校で校舎トイレ改修工事が行われていたこと

の影響により参加者が極端に少なかったものの、小学校では多くの参加が

得られました。この事業により、子ども達の夏季休業中の居場所づくり及

び健全育成の向上を図ることができました。 

サマースクールですが、21 年度は教育委員会で主導して実施しました

が、将来的には地域と家庭が中心になって企画・運営できるようになれば

と考えております。そのねらいから、22 年度から所管課を社会教育課とい

たしました。21 年度の成果と課題をもとに、さらなる発展と充実を期して

新たな取り組みをしたいと考えております。 
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≪施策の概要≫ 

   人と人・社会・自然との関わりを大切にし、学校・家庭・地域社会の協働により子

どもたちの生きる力を育み、開かれた学校づくりを目指します。 

 

≪施策の方向≫ 

   ひびきあう教育の実践 

  ⇒ 校内研究を核とする中で教師の実践力向上を目指し、地域との関わり合いの

中で、地域の特性や校風に応じた教育活動や行事等を実践します。 

 

◎当該施策における主な事業 

事 業 名 ひびきあう教育推進事業 

所管課名 学校教育課 

【実績】 

市内全校で実践し、3 校で成果

発表を実施 

◎発表校 

  ・門沢橋小学校 

  ・杉本小学校 

  ・有馬中学校 

 

全国学力学習状況調査では小

学校に関しては、国語の「読む・

話す能力」、算数の「グラフを読

み取る処理」に課題があった。中

学校に関しては概ね良好であっ

た。 

各学校においては、それらの課

題を改善する指導方法や教材を

校内研究で組織的に研究を進め、

児童生徒の学力向上を図るため

の「教職員の指導力向上」に取り

組んだ。 

 

【目的】 

学校・家庭・地域社会が互

いの役割を自覚し、各々の役

割を果たすことを基本に市内

すべての小中学校において実

践的な教育活動に取り組むこ

とを目的とします。 

【平成 20 年度との比較等】 

21 年度の事業の構成、内容は

20 年度とほぼ同じであり、現状

【課題、今後の方向性】 

地域の特性を活かした成果の

発表により、各校での教育活動が

一層、活性化されている。 

今後もこのスタイルを継続し、

市全体での展開を図りたい。 

 

 

 

８ ひびきあう教育の実践 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 「ひびきあう教育」が地域との交流など必要視しているならば、地域

のお年寄りとの交流をさらに積極的に進めて欲しい。子どもとお年寄り

が一緒に食事をしたり、授業を一緒に受けたり、子どもとのコミュニケ

ーションなど相互理解に努めて欲しい。 

・ 学校を見回してみるとグラウンドや樹木など手入れが必要な物がたく

さんあり、地域の人や親世代を学校にもっと呼びこむ方策を考えられた

い。 

・ 長期にわたる大変重要な施策を推進されているわけだが、①比較的無

関心な一般市民への広報・啓発活動を強化し、理解者を増やす。②市民

や保護者が主体的に考え行動するよう動機付けを行うための具体的施

策を立案・推進する。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

地域の特性を活かした成果の発表や学校公開により、各校での特色ある

教育活動を地域・保護者と一体となって展開し、共に学びあう関係を築く

ことができました。 

また、市内全校で研究テーマを設定して教育活動を実践し、指定校 3 校

でその成果を発表することにより、その成果を市内全校で共有化すること

ができました。 

今後もこのスタイルを継続し、市全体での展開を図りたいと考えており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の継続であったが、子どもと大

人・地域の人々との関わりを重視

した活動を各校で展開した。 

 

 

 

 

平成 22 年度から 3 年間、「ひびきあう教育」の具体的な推

進を図るため「学び合い・思いやり・元気なえびなっ子プラン」

を展開します。 資料等６３ページ参照  

このプランでは、現在重要視されている家庭や学校における

基本的な生活習慣の定着に力を注いで実施するものです。 
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≪施策の概要≫ 

   就学への支援、健康管理の充実、いじめ・不登校などに対し、一人ひとりの児童・

生徒に対応した対策の展開を図ります。 

 

≪施策の方向≫ 

   経済的支援の充実 

  ⇒ 経済的な理由で就学が困難な方に対し、就学を奨励するため奨学金等を給付

します。 

   健康管理の推進 

  ⇒ 児童・生徒の健康管理の充実により、心と身体の健やかな成長を図ります。 

   いじめ・不登校等児童・生徒への支援 

  ⇒ いじめ・不登校の非社会的な行動、または、暴力行為等の反社会的な行動に

対し、将来の社会的自立を目指し、学校や関係機関との連携を進めます。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 教育支援教室の充実 

所管課名 学校支援課（青少年相談センター） 

【目的】 

不登校児童・生徒の発達段

階に応じた教育支援を行い、

学校への復帰とともに将来の

社会的自立を目指します。 

【実績】 

①通室生への教育相談や教科指

導、集団生活への適応指導 

②指導員の資質向上のために事

例研修 9 回、支援内容に関する

研修 3 回実施、進路先見学 3

回実施 

③市民対象の教育セミナー2 回

開催。 

 

不登校児童生徒が増加する中

で、20 名の中学生が通室。これ

は中学生の不登校生徒（年間 30

日以上の欠席）数 128 名に対して

15.6％の支援率で、県の平均より

高い数値となっている。 

特に、年間 150 日以上欠席した

生徒の半数以上は教育支援教室

に関わっている。また、小学生に

【課題、今後の方向性】 

不登校児童生徒が増加する中

で、教育支援教室の果たす役割

は、今後、更に大きくなると考え

る。 

不登校に陥った児童生徒の発

達面や精神面など、どういう状態

なのかを見極め、様々な不適応に

対応する支援をするためにも、指

導員の技量を更に向上させる必

要はある。 

研修、発表の場など、自己啓発

の場を求めて、励んでいきたい。

９ 児童・生徒への支援 
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関してはできるだけ在籍校での

支援を中心に相談対応を行って

いる。 

 

 

【平成 20 年度との比較等】 

通室生徒数は 20 年度と同数で

あった。個々の生徒の状態や発達

段階に合わせて、個別支援と集団

への適応に向けての指導内容の

工夫を行った。 

また、進路選択の時期を迎える

生徒については在籍校との連携

を密に取り、適切な進路選択のた

めの支援を行った。 

 

 

 

 

 

◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 海老名スクールサポートシステム事業 

所管課名 学校支援課 

【実績】 

①推進チームの編成 

②事例への対応 

③学校支援指導員 1名を配置 

 

複数の学校に関係する問題行

動や、学校外での非行など、学校

や保護者だけでは指導が困難な

児童・生徒に対し、関係諸機関（警

察・児童相談所・県警少年相談保

護センター・学校サポートコーデ

ィネーター）と連携をとりなが

ら、保護者と本人への指導、教育

委員会内での個別支援プログラ

ム等を実施した。 

 

【目的】 

学校や保護者、関係機関と

の連携を図りながら、子ども

たちが安心して通える学校づ

くりへの支援を行います。 

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度は、問題行動の多発す

る 2 つの中学校を重点的に訪問

し、状況把握を行ったが、21 年

度は、全中学校を訪問し、状況把

【課題、今後の方向性】 

問題傾向のある児童生徒を取

り巻く環境や背景を考慮し、関係

諸機関（警察・児童相談所・県警

少年相談保護センター・学校サポ

ートコーディネーター）と連携を

取り、児童生徒・保護者に適切な

助言を行っていく。 

学校の指導方針についても、学

校支援指導員から助言をいただ

き、適切な指導方針のもと、教育

委員会内で個別支援プログラム

を実施するなど当該児童生徒と

学校との良好な関係づくりに寄

与する。 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 本当に経済的に困っている生徒が居れば奨学金等の援助を行うことが

大切だと思う。また、不登校、問題行動を起こす生徒への支援も大事だ

と思うが、本当に頑張っている生徒や真面目に授業を受けたいと思って

いる生徒に対しても支援は必要だと思う。 

・ 本事業は重要かつ困難な施策であるが、積極的な取り組みに敬意を表

する。一層の効果を上げるために①チームとしての取組み、及び②先進

的な取り組みを推進中の他市の例も積極的に調査・検討されたい。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

20 年 8 月のリーマン・ショック以降の経済情勢・社会情勢の変化に対応

するため、21 年度において奨学金の給付額を年額 90,000 円から 120,000

円に増額するとともに、奨学生として基準を満たすものは全員給付対象者

とした結果、39 名（20 年度は 18 名）に給付し、修学援助の充実を図るこ

とができました。 

今後も奨学生としての基準を高く保ち、予算の枠にとらわれることな

く、奨学生と認めるものについては、給付対象者として支援を図ってまい

ります。 

不登校児童・生徒に対する支援、問題行動を起こす児童・生徒への支援

のため、学校や保護者との連携、スクールカウンセラー等の臨床心理士、

児童相談所、子育て支援課等との連携を充実させながら、学校への復帰及

び将来の社会的自立のための力を貸すことができました。 

 今後も先進的な取組みを推進中の他市の例を調査し、「一人ひとりの児

童・生徒の教育活動の支援」をさらに図ってまいります。 

 

 

 

握ができた。 

個別支援プログラムは、20 年

度は、中学 2 年男子 1 名に対し、

21 年度は、中学 3 年男子 1 名・

中学 1 年男子 2 名に実施した。学

校復帰後も良好な関係を保つこ

とができた。 
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≪施策の概要≫ 

   事故や不審者などに対する、学校における安全性の確保に向けた、体制・設備の整

備を図ります。 

   教職員の効果的な配置を進め、少人数指導や部活動等の充実を図ります。 

   また、個々の児童・生徒の教育支援ニーズにこたえるために、教育の総合的な支援

体制の整備を推進します。 

 

≪施策の方向≫ 

   学校安全の確保 

  ⇒ 登下校時における安全確保や学校内での不審者対策など、安全性の確保を図

ります。 

   教育体制の整備 

  ⇒ 少人数学級の実施と少人数指導の充実のために市費負担による教職員の効果

的な配置を実施します。 

   相談体制の充実 

  ⇒ 青少年や個別の教育的支援を必要とする児童・生徒及び保護者や教職員に対

して、適切な支援が行われる体制の充実を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 効果的な教職員配置の推進（少人数指導） 

所管課名 学校教育課 

【目的】 

教職員を効果的に配置し、

35 人学級の実施及び少人数指

導体制の充実を図ります。 

【実績】 

①県費負担教職員の不足を補い、

市費による非常勤職員を 6 名

配置 

②小学校 10 クラス、中学校 4 ク

ラスの 35 人学級を実施 

 

35 人学級の実施について、児

童生徒数の変動により実施基準

を上回る学級が増加し、市費によ

る教職員の配置が増加し適正に

配置した。中学校においては、「中

１ギャップ」への対策としても有

効であり、不登校の減少にもつな

がった。 

【課題、今後の方向性】 

小学校第 1・2 学年及び中学校

第 1 学年が原則であるが、学校運

営の現状を配慮し協議の上、配置

する効果を考慮し、他学年での実

施も行なった。 

今後も基準に照らしつつ学校

運営の状況を考慮し柔軟な対応

により指導体制の確保充実を図

りたい。 

１０ 教育環境の充実 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 部活動充実事業 

所管課名 学校教育課 

【実績】 

市内 6 校で、充足状況の確認と

指導者 48 名、延べ 3,437 回の派

遣を実施。 

指導者を派遣し、生徒の意欲・

技術の向上が図られるとともに、

顧問教諭の専門的知識も深まっ

た。 

吹奏楽部 4 年連続・合唱部 3

年連続東関東大会出場、新体操

部・卓球部関東大会出場という成

果も上がった。 

 

【目的】 

生徒の心身の発達に重要な

役割を担う、中学校における

部活動の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度は、53 名の指導者を延

べ 3,056 回派遣。 

21年度は48名の指導者に加え

無償ボランティア 5 名が任意の

回数指導しており、20 年度実績

を上回る支援を行っている。これ

により、大会出場等の成果が得ら

れた。 

【課題、今後の方向性】 

今後も事業を継続し、必要数の

確保に努め、生徒の健全育成技術

向上等を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度は、小学校 12 クラス、

中学校 3 クラスの 35 人学級を実

施。県費負担教職員の不足を補

い、市費負担非常勤職員を 11 名

配置。 

児童生徒数の増減により実施

数は減しているが、学校運営の状

況を鑑み柔軟かつ適正な 35 人学

級の実施を図り、指導体制の確保

充実により円滑な学校運営及び

学習指導を図った。 
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◎当該施策における主な事業【３】 

事 業 名 学校教育相談体制の充実 

所管課名 学校支援課（青少年相談センター） 

【実績】 

①心の教室相談員（各中学校に 5

名体制、33週（1 回 4 時間）派

遣） 

②学校訪問相談員（13 小学校に

10 名体制、32 週（1 回 6 時間）

派遣） 

③スクールカウンセラー（各中学

校 1 名体制、計 64時間派遣）

 

学校内における児童生徒の集

団や学習に対する不適応に対し

て、アセスメントを的確に行うこ

とが不登校や問題行動の未然防

止に必要で、また教職員や保護者

に対しての相談支援を計画通り

実施した。 

 

【目的】 

小学校に学校訪問相談員

を、中学校にスクールカウン

セラー及び心の教室相談員を

派遣することにより、学校教

育相談体制の充実を図りま

す。 

【平成 20 年度との比較等】 

心の教室では 6 中学校の総計

で延べ 2,604 件の相談支援活動

を行った。(20 年度より約 200 件

の増加) 

学校訪問相談員は授業観察に

よる児童のアセスメント件数が

増え、児童理解に基づいた適切な

校内支援が行われている。 

スクールカウンセラー事業は

6中学校の総計で延べ1,986件の

相談活動を行った。（県費派遣分

との合計）他市に比べ、多くのケ

ースに対応し、校内の支援体制に

寄与した。 

 

【課題、今後の方向性】 

児童生徒の不適応や問題行動

に対して、学校に派遣している心

理職が行なっているアセスメン

トは、個別支援に関して有効に機

能していると思われる。 

保護者に対する相談支援の充

実にも寄与している。 

アセスメントで得られた情報

を教職員や保護者と共有し、適切

な支援を行うことが不登校や問

題行動の未然防止に不可欠であ

り、本事業の拡充が必要であると

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊アセスメント（assessment） 

････一般には査定・評価という意味。教育相談や教育心理学・発達心理学の分野では 

次ページのような意味で使われている。 
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『児童・生徒の心身の状況や発達の特徴、また背景にある生育歴や家族状況などの 

情報を行動観察、心理テスト、聞き取り等によって収集し、得られた情報に分析を 

加えた上で把握すること。』 

 

 

 

 

施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 教育環境の充実は極めて重要であり、かつ多岐にわたる。中教審にお

いて 35 人学級の推進が提言され、文科省も推進に向けて検討を開始す

る様子。海老名市でも、これを先取りして推進することが重要。 

  安全の確保は、市内において不審者情報が絶えない中にあって、引続

き対応強化が必要。 

・ 部活動は大会で成果を出すことも大切だが、その学校にやりたい部活

動がないとの話を聞いたことがある。すそ野を広げる方向でもお願いし

たい。 

・ スクールカウンセラーなど専門家の方々も必要だと思うが、生徒が気

楽に接して何気ない日常や勉強のことが相談できる大学生世代の方々

に協力して頂いていることは良いことである。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

35 人学級については小学校第 1・2 学年及び中学校第 1 学年を原則とし、

学校と協議のうえ、最も効果的な学年で実施し、指導体制の充実を図るこ

とができました。国の動向にも注目しつつ、今後もきめ細かな指導体制の

充実を図ってまいります。 

部活動については、指導者を派遣することにより、生徒の技術力向上と

部活動の充実を図ることができました。今後も事業を継続し、生徒への選

択肢を確保しつつ指導の充実に努め、健全育成並びに技術の向上を図って

まいります。 

小学校に学校訪問相談員（臨床心理士）、中学校にスクールカウンセラ

ー（臨床心理士）及び心の教室相談員（大学生・大学院生）を派遣するこ

とにより、児童・生徒の背景や特性を理解したうえでの具体的な指導や支

援をすることができました。今後も学校教育相談体制の充実を図ってまい

ります。 
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≪施策の概要≫ 

   教育の今日的な課題に対応し、教育内容の充実と教職員の資質の向上を図るための

研修を充実させるとともに、教職員の主体的な研修活動を支援する学びの場を提供し

ます。 

 

≪施策の方向≫ 

   教職員研修・教育研修の充実 

  ⇒ 学校教育の目標を具現化するため、資質や指導力の向上を図り、学習指導要

領に基づく学校教育の展開に際し、教育の質を担保し、その公平性を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業 

事 業 名 教職員研修事業 

所管課名 教育センター 

【実績】 

①指定研修（10 研修会、20 回実

施、延べ 588 人対象） 

②希望研修（13講座、24 回実施、

726 人） 

 

指定研修として、校長・教頭等

職責に応じた研修や年次(初任者

は平成 21 年度より移管)に応じ

た研修を実施し、目標値を上回る

成果が得られた。 

希望研修として、専門講座によ

る教職員の資質向上に寄与する

と共に、教職教養・実技講座にお

いて教職員のニーズに合った講

座を開催できた。 

 

【目的】 

教育の今日的な課題に対応

し、教育内容の充実と教職員

の資質の向上を図るため研修

講座を開催する。 

教職員の主体的な研修活動

を支援する学びの場を提供す

る。 

【平成 20 年度との比較等】 

 平成 21 年度教職員研修講座の

参加者は 1,314 人で、平成 20 年

度の 938 人に比べ、376 人増加し

た。 

増加の主な要因は、新たに「外

【課題、今後の方向性】 

様々な視点で、時代のニーズに

即した研修会・研修講座を企画

し、実施する。 

 

 

 

  

１１ 教職員研修・教育研修の充実 



  36

 

 

施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 近年、ニュースでもしばしば教職員の犯罪行為が取り上げられている。

教職員一人一人が「聖職」であるとのモラルが欠けているように思われ

る。特に子ども教育の指導面は当然であるが、教員自身のモラルの面に

ついてもしっかりとした研修をお願いしたい。 

・ 「教育は現場なり」、「教育は人なり」というので、現場教員の意欲及

び資質の向上は、現場教員への種々のバックアップ策と共に重要なテー

マ。一人一人が自主的な研修の場を活用すると共に、種々の研修の場を

積極的に紹介・提供することは重要と考える。 

・ 「自分の授業を人に見てもらったり」あるいは「他の授業をみて勉強

したり」することをある程度、体系的にかつ継続的に推進することも効

果的。 

・ 外国語活動実技講座について、実技も大切だが、小学校の段階では「な

ぜ外国語を教えるのか」、「コミュニケーションをとることの大切さ」等

の心構えを研修内容に取り入れるべき。実技が先行するのではなく、外

国語教育の目的の必要性を強く感じている。 

・ 必要な研修であれば多く出席して頂ければと思うが、子どもと接する

時間の減少やその後のレポートなど先生の負担ばかりが増えるだけの

研修であれば考え直した方が良いと思う。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

研修により教職員の資質・能力の向上が図られ、学校教育の充実につな

がることから、人権教育や情報教育に関する研修など、教職員として身に

付けておくべき基本的な内容や、新学習指導要領への移行の取り組みな

ど、現在求められている教育の趣旨等を踏まえた内容で実施し、実際に授

業を公開する研修も行ったことにより、教育内容の充実と教職員の資質の

向上を図ることができました。 

今後も、受講者である教職員の意見を反映したり、各学校での研修など

参加しやすい配慮もしたりしながら実施するなどして、毎年充実を図って

まいります。 

 

 

 

 

 

国語活動実技講座」（各小学校で

の出前講座）や「初任者研修会」

を実施したことによる。 
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≪施策の概要≫ 

   児童・生徒の教育活動の充実、学校生活において健全な生活を営むことのできるよ

う多様な教育の展開を図ります。 

 

≪施策の方向≫ 

   外国語教育の推進 

  ⇒ 学習指導要領改訂に伴う小学校への英語教育導入の円滑化を図るとともに、

中学校における教科指導の充実や、英語教員の資質の向上を図ります。 

   多様な教育の推進 

  ⇒ 情報教育、理科・科学教育等の多様な教育を行い、興味・関心の高揚を図り

ます。 

   特別支援教育の充実 

    ⇒ 個に応じた支援や保護者負担の軽減を図り、学校教育の円滑な運営を図りま

す。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 外国語教育推進事業 

所管課名 学校教育課 

【実績】 

9 名のＥＬＴを配置 

（配置延べ日数 1,575 日） 

 

【目的】 

学習指導要領改訂に伴う小

学校への外国語活動導入の円

滑化を図るとともに、中学校

における教科指導の充実や、

英語教員の資質向上を図りま

す。 

 

【平成 20 年度との比較等】 

ＥＬＴの積極的な活用を通し

て、児童生徒のコミュニケーショ

ン能力を育成した。 

平成 22 年度に向け、必要とな

る指導講師数は確保されており、

計画通りに事業が推進されてい

る。 

 

【課題、今後の方向性】 

現状の事業規模を継続し、小学

校外国語活動の導入時から、効果

的な教育活動を行っていきたい。

また、中学校ではより効果的な

ティームティーチングの手法を

探っていきたい。 

指導要領改訂による完全実施

（平成 23 年度）までに必要数の

指導講師を確保し、指導体制の整

備・充実を図る。 

  ＊ＥＬＴ 

 ････ 英語を母国語とする外国人指導講師 

  ＊ティームティーチング 

 ････ 学級の指導に一人の教員が当たるのではなく、複数の教員がチームをつくり、 

児童生徒の指導に当たる授業形態。 

１２ 多様な教育の展開 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 特別支援教育充実事業 

所管課名 学校支援課 

【実績】 

①市立学校全校への派遣（補助指

導員 16 名） 

②介助員の配置（26名） 

③看護介助員の配置（3 名） 

④既設学級への教材整備（6 校）

⑤特別支援学級合同遠足バスの

借上 

⑥特別支援教育充実のための研

修会等（7回、延べ 318 名） 

 

特別支援教育の一層の充実を

図るとともに学校における教育

活動を支援した。直接的な支援と

しては、補助指導員 16 名が支援

の必要な児童生徒 273 名に学習

支援を行い、介助員 26 名が障が

いのある児童生徒 32 名に介助を

行い、看護介助員 3名が医療行為

の必要な児童 2 名に支援を行っ

た。 

 

【目的】 

個人に応じた支援を行うこ

とにより、学校教育の円滑な

運営を図ります。 

特別支援教育の円滑運営の

ため、必要な教材備品等の整

備を図ります。 

【平成 20 年度との比較等】 

特に就学相談に力を入れた。面

談や児童生徒の観察に重点をお

き保護者の意を汲む就学相談が

できた。 

また年度途中に車椅子を使用

することになった生徒に対する

教育的配慮が適切に行われた。 

 

【課題、今後の方向性】 

通常学級における支援の必要

な児童生徒は、平成 15 年度は 73

名で平成 21 年度は 273 名と 6 年

間で 3.7 倍に増えている。 介助

の必要な児童生徒も平成 18 年度

は 8名で平成 21年度は 32名で 4

倍となっている。そのため今後も

補助指導員・介助員等の増員は必

要である。   

また、教職員への研修を充実さ

せることで特別支援教育の推進

をはかる必要性がある。 

学校との連携を密にし、適正な

人材派遣や教育環境の整備が行

われるよう努める。 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 我が国にとって、情報教育や理科・科学教育を中心とする多様な教育

の強化は重要なテーマである。 

・ 習熟度別授業については賛否があるが、つまずきやすい、あるいは差

のつきやすい数学や英語は習熟度別が良いのでは。 

・ 英語教育においては高い資質を有する英語教員の確保がキーポイント

である。 

・ 特別支援教育は、あくまでも相手の立場に立って支援することが極め

て重要である。 

・ 外国人や自分とは環境が違う人と接することは人間的な幅を広がると

思うので、可能であれば取り入れた方が良いと思う。   

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

9 名のＥＬＴを配置することにより、児童生徒のコミュニケーション能

力の育成。小学校外国語活動の完全実施にむけて、教員の指導力の向上を

図ることができました。また、ＥＬＴを配置することにより、児童生徒が

言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを

図る態度を育成することができました。 

市内小・中学校全校への特別支援教育に対する派遣事業は、教育的支援

が必要な児童・生徒に対して「個人に応じた支援」を行っており、これに

より個人への支援及び学校教育の円滑な運営を図ることができました。 

今後も学校との連携を密にし、適正な人材派遣や教育環境の整備が行わ

れるよう図ってまいります。 
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≪施策の概要≫ 

   安全性の確保、快適な学校環境の整備に向け、校舎などの大規模改修やバリアフリ

ー化などを順次推進します。 

 

≪施策の方向≫ 

   学校設備の整備・充実 

  ⇒ 校舎の改修をすることで、安全安心で快適な学習環境の整備を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 校舎のエアコン設置 

所管課名 教育総務課 

【実績】 

①校舎エアコン設置工事 5 校 

（海老名小・柏ケ谷小・大谷

小・上星小・門沢橋小） 

②校舎エアコン実施設計 6 校 

（有鹿小・中新田小・社家小・

杉久保小・今泉小・杉本小）

 

【目的】 

児童・生徒への教育環境の

充実を図るため、エアコン施

設の整備を実施します。 

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度に全ての中学校に設置

が完了しており、21 年度は未設

置であった小学校 11 校に対し、

設置工事若しくは実施設計を行

った。 

 普通教室に冷暖房を完備し、学

習環境を整えることによって、勉

学促進を図った。 

 

【課題、今後の方向性】 

平成 22 年度をもって全ての小

中学校のエアコン整備が完了す

る予定であり、整備に当たって

は、コスト管理に併せて CO2排出

量なども踏まえて、環境に配慮し

た機器選定を行っていく。 

 

 

１３ 学校施設の整備・充実 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 校舎のトイレ改修 

所管課名 教育総務課 

【実績】 

①トイレ改修工事 6 校 

（有鹿小、有馬小、杉久保小、

有馬中、柏ケ谷中、今泉中）

②トイレ改修実施設計 6校 

（海老名小〔東・北棟〕、今泉

小、杉本小、海老名中、海西

中、大谷中） 

 

改修にあたっては、段差解消な

どのバリアフリー化、省エネタイ

プの機器の採用などに配慮した。

 

【目的】 

トイレの改修を行い、学校

環境の整備・改善を図ります。

【平成 20 年度との比較等】 

20 年度は小学校 5 校の改修工

事が完了。 

21 年度は、6 校の改修工事が完

了し、6 校の実施設計を行った。

改修により、トイレのイメージ

を一新することができ、学校環境

の向上を図った。 

 

【課題、今後の方向性】 

今後も優先事業として、老朽化

の著しい校舎のトイレ改修を実

施していく。平成 22 年度で全小

中学校の校舎のトイレ改修が完

了する予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     洗面所            みんなのトイレ           男子トイレ 

 

 



  42

 

施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 学校における安全確保に関し、ハード面からの継続的な取組みが必要

かと思われる。 

・ ハード面からの教育環境の整備として、長い間、懸案であったトイレ

 とエアコンの整備がやっと実現することになり、うれしく思う。これか

らのメンテナンスについても最善の配慮をお願いする。 

・ トイレ改修やエアコン設置もほぼ終了し、学習環境は大変良くなると

思う。 

・ 児童や生徒が快適に学校生活を送れる環境作りは大切だと思う。トイ

レ等構造的な悪臭など、悪い環境は早急に改修するべきだと思うが、掃

除等で対応できるものは児童・生徒自身できれいにし、直したものは汚

さない工夫をするなど子ども達が率先してできるように指導・教育する

ことも大切だと思う。 

・ 指導要領の改訂のため、授業時間の確保が難しいようだが、エアコン

等があるのならば夏休みの期間を減らしたりして授業を行うことはど

うなのか。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

 エアコン設置及びトイレ改修の両事業とも 21 年度分の工事は完了し、

工事未着手の学校においても22年度に向けての実施設計は完了しており、

順調に進捗していることから、学校における快適な学習環境の向上を図る

ことができました。 

他市に先駆けて、22 年度で全ての小・中学校へのエアコン設置及びトイ

レ改修が完了しますので、今後は老朽化した校舎の内部改修や外壁改修等

を中心に、安全安心で快適な学習環境の整備を図ってまいります。 
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≪施策の概要≫ 

   食品衛生及び労務改善の上で、小学生の子どもたちのために安全で安心して食べら

れる、美味しい給食が提供できるよう設備の改善に努め、衛生的で安定的な運営を図

ります。 

 

≪施策の方向≫ 

   学校給食の充実 

  ⇒ 学校給食の将来計画に基づき、学校給食の充実を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 給食センター建設 

所管課名 学校教育課（学校給食センター） 

【実績】 

①建設構想決定 

②建設用地確定 

 

【目的】 

老朽化が進む学校給食セン

ターの建て替えについて、海

老名市の学校給食の実施内

容、方法等について検討を加

え、行財政を踏まえて、より

効果的・効率的に給食センタ

ーを建設する。 

【平成 20 年度との比較等】 

現時点では建設を具現化する

ための準備期間であり、進捗状況

を数値化するには困難であるが、

建設にかかる基本構想および計

画を策定と並行して建設予定地

の土地所有者（神奈川県）との交

渉にあたり、土地取得に関して概

ね合意を得ることができた。 

また、建設に必要な事前調査等

を実施し、建設準備を進めること

ができた。 

 

【課題、今後の方向性】 

建設にかかる基本構想および

計画を策定したことに伴い、今後

は建設に必要な設計にとりかか

るとともに、すでに着手している

建設予定地内建物の解体工事設

計の進捗状況を照らし合わせな

がら解体工事準備を進める。 

また、建設する建物の具体的な

構想について、関係部署と意見調

整を図りながら構築して行くこ

とから、計画どおり現状継続とす

る。 

 

 

１４ 学校給食の充実 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 学校給食における食育の推進 

所管課名 学校教育課（学校給食センター） 

【実績】 

①栄養士が市内小学校へ出向き、

食に関する講義を実施 

※13 回（各校 4 年生 1 回） 

②給食献立表に食に関する情報

等を掲載し、食の重要性を啓発

③給食に関する情報等を掲載し

た「給食だより」を年 2 回発

行して市内小学生に配布 

 

【目的】 

児童やその保護者を対象

に、学校給食を中心として、

朝食の大切さ・食事のバラン

ス・食品の安全性など「食教

育」の普及・推進を図ります。

【平成 20 年度との比較等】 

食育教育を市内 13 小学校全校

で実施したほか、毎月の献立表の

中で「食の大切さ」や「食材の産

地」などを紹介し、家庭における

保護者に対しても意識啓発を行

っており、計画どおり継続した食

育の普及・推進が図られた。 

 

【課題、今後の方向性】 

食の重要性を説き食に対する

意識を高めるために、市内 13 小

学校児童を対象として栄養士が

直接学校へ出向いて実施する栄

養指導・給食指導は学校側からの

ニーズも高く、継続的に実施する

必要性がある。 

また、「献立表」や年 2 回発行

する「給食だより」には食に関す

る情報を掲載して家庭も含めて

啓発活動を実施しており、今後も

継続して事業展開することが望

ましい。 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 給食を通じて子ども達への食育も大事だと思うが、親に対してのアピ

ールも必要と考える。 

・ 食育は大切であり、食に関する講義は年 2 回実施しても良いと思う。

・ 新しい給食センターができるのであれば、終業式間際まで給食を行う

ことにより、授業時間を確保したり、様々な活動も行えたりできるので

はないかと思う。 

・ 給食に関し、どの程度充実させるかは種々見解が分かれると思うが、

海老名においては少なくとも小学校給食については定着していると考

える。従って、効果的・効率的な給食センターの建て替えは適切である

と考える。 

・ 安全・安心な給食の提供、食育教育の推進と共に、海老名においては

地産地消の一層の推進、農業に関する理解活動の推進が重要。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

「献立表」、「給食だより」、「試食会」等により、食の大切さに関する情

報提供の充実を図ることができました。また、食材についても、地元海老

名産を積極的に使用し、折に触れ、生産農家を紹介するなど地元農業に対

する愛着や理解を深めることができました。  

新給食センターについては、建設にかかる基本構想・計画の策定及び用

地取得の合意が得られ、建設準備を進めることができました。 
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≪施策の概要≫ 

   地球環境保全に向けて、１２５，０００本の植樹による「えびなの森」の創造や「海

老名環境基金」の設立などにより、市民とともに環境への取り組みを進めていきます。 

   市民・事業者・行政が良好な環境を確保するため、環境保全意識の啓発や環境保全

活動への参加を推進します。 

 

≪施策の方向≫ 

   環境教育の充実 

  ⇒ 環境に対する各学校独自の実践を通じ、環境に対する意識の向上を図ります。 

 

◎当該施策における主な事業【１】 

事 業 名 学校版環境ＩＳＯ事業 

所管課名 学校教育課 

【実績】 

①全ての学校において、年間計画

に掲げた環境活動を実践 

（取り組み例） 

・プルタブやペットボトルキャ

ップ等のリサイクル活動の

実践 

・学区・地域の清掃活動の充実

・節電・節水等の省エネ、省資

源活動の実践 

・植物の栽培による環境保全活

動の実践 

②認定証を交付し、実践活動の活

性化を促した。(認定証は３年

ごとに交付) 

 

市内全校で一斉に取り組んで

おり、次世代を担う子ども達自身

が、環境問題を考えることの大切

さを学んでいる。 

 

【目的】 

環境に対する豊かな感性や

識見を持ち、よりよい環境づ

くりへ主体的に参加し、環境

への責任ある態度や行動がで

きる人づくりを目指します。

【平成 20 年度との比較等】 

児童・生徒が身近な環境に意欲

【課題、今後の方向性】 

一律に同じことに取り組むの

ではなく、学校の環境や実情に応

じた事業展開を図るといった現

行方式の継続により、更なる成果

を期待したい。 

 

 

 

１５ 環境問題意識の高揚 
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◎当該施策における主な事業【２】 

事 業 名 小学校校庭芝生化への試行・研究 

所管課名 教育総務課 

【実績】 

試行先として、本年度は杉久保

小において芝生化整備（約 1,200

㎡）を行った。 

 

【目的】 

児童が校庭でのびのびと運

動や遊びができるよう、また、

地球温暖化防止対策の一環と

して、小学校校庭の芝生化を

試験的に実施し、効果の検証

を行います。 
【平成 20 年度との比較等】 

21 年度新規事業。 

試行途中であることから効果

を論じるには時期尚早だが、校庭

の一部が芝生化されたことによ

り、学校環境及び児童の行動に少

なからず影響はあるものと思わ

れる。今後とも研究を重ねてい

く。 

また、児童も植付けに参加させ

ることができたことは良い試み

であると考えている。 

 

【課題、今後の方向性】 

初の試みであることから、今後

とも継続して研究が必要である。

実施に当たっては、児童もぜひ

参加させて行きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

校庭芝生化の試行 

                                    (杉久保小学校) 

 

 

的に関わることにより、体験した

り、行動したりする中で、自ら判

断し、より良い環境づくりや保全

に努める態度を育成した。 
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施策又は主な

事業に対する

評価委員の意

見要望等 

・ 環境問題意識の高揚のための環境教育の推進は、21 世紀において極め

て重要であり、一層の充実が求められている。 

・ 広範囲にわたる環境問題は、単なる“環境”というのみでなく、社会

性の育成や道徳感の涵養にも資するものと考えられ、この様な視点から

の取組みも重要と考える。 

・ 環境の向上に持続的に貢献した学校に「環境賞」を出すなど、競争さ

せてはどうか。 

・ 杉久保小の芝生がどのように活用され、愛用されていくのかが楽しみ。

 ただ、維持するのは大変であり、学校、保護者及び地域で役割や協力に

ついての話し合いを進めることは大切。 

・ 校庭に芝生を植えるだけではなく、芝生化した後についても子どもや

学校が中心となって水やり、雑草の手入れなどを行うことでより温暖化

への関心や自分たちが育てているのだという気持ちがわいてくると思

う。 

・ 校庭の芝生化は試行中なので、出来上がりがどのようなものになるの

か気になる。 

 

施策又は主な

事業に対する

教育委員会の

評価 

 市内全校において、実情に応じた年間計画を作成し、環境教育を実践す

ることにより、児童生徒が豊かな感性や識見を持ち、よりよい環境づくり

への主体性と責任ある態度を育成することができました。 

校庭芝生化の試行は 21 年度の新規事業として取り組み、杉久保小にお

いて約 1,200 ㎡分の芝を植付けしました。現在、芝は大分成長しており、

子ども達が遊んでいる姿を見ると、良い試みであったと思います。今後、

効果の論議を進めるとともに研究も重ねて行きたいと考えます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

資 料 等 
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１ 教育委員の活動状況 

 

（１）教育委員会委員 

 

職 名 氏 名 就任年月日 任   期 備考

委員長 田 中 裕 子 平成 17 年 12 月 13 日 
平成 21 年 12 月 13 日 

～平成 25 年 12 月 12 日
公募

委員長 

職務代理者 
松 樹 俊 弘 平成 20 年 2 月 1 日 

平成 20 年 2 月 1 日 

～平成 24 年 1 月 31 日

 

 

委 員 海 野 惠 子 平成 20 年 10 月 1 日
平成 20 年 10 月 1 日※ 

～平成 22 年 9 月 30 日

 

委 員 難 波 淳 一 平成 20 年 12 月 22 日
平成 20 年 12 月 22 日 

～平成 24 年 12 月 21 日
公募

教育長 沖 原 次 久 平成 20 年 10 月 1 日
平成 20 年 10 月 1 日 

～平成 24 年 9 月 30 日

 

                            ※任期は前任者の残任期間 

 

（２）会議への出席状況 

 

     委員名 

会議名 
田中委員長

松樹委員長

職務代理者
海野委員 難波委員 沖原教育長 備 考 

４月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

５月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

６月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

７月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 傍聴人３名 

８月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 傍聴人１名 

９月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

１０月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

１１月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

１１月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

１２月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

１２月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

１月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

２月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  

３月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席  
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（３）教育委員会議（定例会・臨時会）及びその他の活動等 

 

【平成 21 年４月１日～平成 2２年３月 31 日】 

月 日 種 別  内 容 

 ４  １（水） その他の活動 教職員辞令交付式 

  ６（月） その他の活動 小・中学校入学式 

 １４（火） その他の活動 県市町村教育委員会連合会役員会及び総会 

 １７（木） 定例会 審議事項１件 

①平成 22 年度海老名市教科用図書採択基本方針に

ついて 

報告事項９件 

①海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

②海老名市奨学生選考委員会委員の辞職及び委嘱に

ついて 

③海老名市青少年相談センター運営協議会委員の委

嘱について 

④海老名市青少年相談センター補導員の委嘱につい

 て 

⑤海老名市青少年指導嘱託員の辞職及び委嘱につい

 て 

⑥海老名市教育センター教職員研修指導員の委嘱に

ついて 

⑦海老名市教育センター教育史編集員の委嘱につい

 て 

⑧海老名市業務嘱託員（学校安全監視員）の委嘱に

ついて 

⑨海老名市事務嘱託員（司書等）の委嘱について 

 ２９（水） その他の活動 相模凧親子たこあげ大会 

９（土） その他の活動 市ＰＴＡ連絡協議会定期総会 

２２（金） その他の活動 関東甲信静市町村教育委員会連合会総会及び研修会 

 ５ 

２７（水） その他の活動 学校訪問（有鹿小・海老名小） 

 定例会 審議事項２件 

①平成 21 年度海老名市奨学生の選考に関する諮問

について 

②平成 21 年度教育委員会事務の点検・評価実施方針

について 

 

３０（土） その他の活動 海老名市戦没者追悼式 
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月 日 種 別  内 容 

６（土） その他の活動 小学校運動会（海老名小・東柏ケ谷小） 

９（火） 臨時協議 新型インフルエンザへの対応について 

１５（月） 臨時協議 新型インフルエンザへの対応について 

１７（水） その他の活動 学校訪問（海西中・海老名小） 

２２（月） その他の活動 学校訪問（門沢橋小・社家小） 

 ６ 

  

 定例会 審議事項４件 

①平成 21 年度教育委員会事務の点検・評価の対象施

策等の決定について 

②平成 21 年度海老名市奨学生及び奨学金給付の決

定について（非公開事件） 

報告事項３件 

①海老名市教育委員会事務局及び教育機関の組織等

に関する規則の一部改正について 

②海老名市社会教育委員の委嘱について 

③海老名市図書館協議会委員の委嘱について 

 ３（金） その他の活動 学校訪問（大谷小・大谷中） 

 ４（土） その他の活動 市ＰＴＡ指導者研修会 

その他の活動 学校訪問（上星小・柏ケ谷小） １５（火）

協議 教育委員会事務の点検評価に係る打合せ会議 

１８（土） その他の活動 親子ナイトウォークラリー 

その他の活動 えびなっ子サマースクール訪問 

 ７ 

２９（水）

定例会 審議事項２件 

①平成 21 年度（平成 20 年度対象）教育委員会事務

の点検・評価報告書（案）について 

②平成 22 年度使用教科用図書採択について 

１１（月） その他の活動 県市町村教育委員会連合会役員会 

１７（月） その他の活動 「教育委員会の点検・評価報告書」市長へ提出 

１９（月） その他の活動 「教育委員会の点検・評価報告書」議長へ提出 

２０（木） その他の活動 神奈川県高等学校和太鼓選手権 

２１（金） 定例会 報告事項１件 

①海老名市旧村役場庁舎（温故館）移築設計業者の

選定について 

 ８ 

２４（金） その他の活動 ひびきあう教育研究発表大会 
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月 日 種 別  内 容 

１８（金） 定例会 審議事項１件 

①平成 22 年度海老名市立小・中学校における少人数

学級について 

報告事項２件 

①新型インフルエンザに関する今後の対応について

②史跡秋葉山古墳群保存活用提言書について 

１９（土） その他の活動 中学校運動会（有馬中除く） 

２０（日） その他の活動 中学校運動会（有馬中） 

 ９ 

２６（土） その他の活動 小学校運動会（海老名・大谷・東柏ケ谷小除く） 

３（土） その他の活動 小学校運動会（大谷） １０ 

１４（水） その他の活動 学校訪問（今泉小・今泉中） 

２３（金） 定例会 審議事項３件 

①平成 21 年度末教職員人事異動方針について 

②学校と警察との相互連携制度への対応について 

③国指定史跡相模国分尼寺跡用地取得の申し出につ

いて 

報告事項２件 

①海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

②海老名市教育委員会事務決裁規程の一部改正につ

いて 

２４（土） その他の活動 家庭と地域の教育を考えるつどい 

 

２７（火） その他の活動 学校訪問（今泉小・今泉中） 

 ２（月） その他の活動 学校訪問（有馬中・有馬小） 

 ５（木） その他の活動 神奈川県市町村教育委員会連合会研修会 

１１ 

 

１３（金） 臨時会 審議事項１件 

①海老名市新学校給食センター建設基本構想・基本

計画について 

報告事項１件 

①海老名市立図書館外部委託推進計画（案）の中間

報告について 

 １９（木） その他の活動 （仮称）圏央道海老名インターチェンジ開通記念イベ

ント実施 第１回実行委員会 

 ２０（金） その他の活動 学校訪問（中新田小・杉久保小） 

  定例会 審議事項１件 

①平成 22 年度教育費予算の編成方針について 

報告事項１件 

①海老名市青少年指導嘱託員の辞職及び委嘱につい

 て 
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月 日 種 別  内 容 

その他の活動 教育委員辞令交付式（任命） １２ １３（日）

 臨時会 議事１件 

①海老名市教育委員会委員長の選任について 

②海老名市教育委員会委員長職務代理者の指定につい

 て 

 １８（木） 定例会 審議事項４件 

①海老名市立図書館外部委託推進計画について 

②海老名市における職務遂行に支障のある県費負担教

職員に対する指導研修手続等に関する要綱の制定に

ついて 

報告事項１件 

①海老名市立中学校学校給食実施について 

 ２０（日） その他の活動 神奈川県高等学校郷土芸能発表会 

 １  ４（月） その他の活動 市教委校長賀詞交換会 

 １１（月） その他の活動 成人式 

 １６（土） その他の活動 新春ジャンボかるた大会 

 その他の活動 学校訪問（杉本小） ２２（木）

定例会 審議事項５件 

①海老名市立学校における学校教育法の施行に関する

規則の一部改正について 

②学び合い・思いやり・元気なえびなっ子プランにつ

いて 

③平成 21 年度海老名市教育委員会表彰受賞者の決定

について（非公開事件） 

④海老名市教育委員会感謝状の贈呈について（非公開

事件） 

⑤海老名市部等設置条例の一部を改正する条例ほか２

件の条例（案）に対する「意見の申し出」について

報告事項１件 

①海老名市の機構改革について 

２３（土） その他の活動 市ＰＴＡ活動研究集会、教育委員と語り合う夕べ 

２６（火） その他の活動 家庭教育学級視察（東柏ケ谷小） 

２７（水） その他の活動 ひびきあう教育研究委託校研究発表（門沢橋小） 

   

   

３１（日） その他の活動 新春はやし叩き初め大会 
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月 日 種 別  内 容 

 ２  ２（火） その他の活動 ひびきあう教育研究委託校研究発表（有馬中） 

  ５（金） その他の活動 ひびきあう教育研究委託校研究発表（杉本小） 

 ２０（土） その他の活動 青少年会館えびなはつはるまつり 

 ２４（水） 定例会 審議事項５件 

①海老名市立歴史資料収蔵館設置条例施行規則の一部

改正について 

②海老名市立郷土資料館条例施行規則の一部改正につ

いて 

③第二次海老名市子ども読書活動推進計画について  

報告事項１件 

①海老名市立学校の水泳指導施設の今後の方向性につ

いて 

９（火） その他の活動 教育委員会表彰式  ３ 

１２（金） その他の活動 中学校卒業式 

 １９（金） その他の活動 小学校卒業式 

  定例会 審議事項７件 

①海老名市教育委員会事務局及び教育機関の組織等に

関する規則の一部改正について 

②海老名市教育委員会関係職員の職の設置に関する規

則の一部改正について 

③海老名市教育委員会公印規程の一部改正について 

④海老名市立青少年会館条例施行規則の廃止について

⑤海老名市青少年指導嘱託員に関する規程の廃止につ

いて 

⑥海老名市立学校等に勤務する県費負担教職員の諸手

当に係る事務処理に関する規程の一部改正について

⑦県費負担教職員の人事異動について（非公開事件）

報告事項２件 

①平成 22 年度教育費予算について 

 その他の活動 教職員辞令交付式 

 

３１（水）

その他の活動 歴史資料収蔵館開館式典 

 

 

 

 



政策 施策 　事務事業 　事業目的 　備考 　担当課

学校給食における食育の推進

児童やその保護者を対象に、学校給食を
中心として、朝食の大切さ・食事のバラン
ス・食品の安全性など「食教育」の普及・
推進を図ります。

再掲
「学校給食の充
実」

学校教育課
（学校給食センター）

人権教育推進事業
心の教育について考え、実践するととも

に思いやりや社会性を持った児童・生徒の
育成を図ります。

◎主な事業 学校教育課

人権教育・啓発活動の推進
市民及び市職員の人権意識の高揚を図り

ます。
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

学校体育施設の開放

小中学校の体育施設を一般市民に開放
し、市民が身近なところで利用できるス
ポーツ・レクリエーション施設の提供を行
います。

教育総務課

えびな　いちご文学賞事業
文学に関心のある人々に発表の機会を創

り、文化振興の一翼を担います。
H21 事業費なし 学校教育課

生涯学習講座等の開催
生涯学習計画の基本目標を充足するため

の体系的な生涯学習講座を開催します。
◎主な事業

社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

生涯学習成果の展示・発表
生涯学習成果の発表の機会を確保し、生

涯学習の推進を図ります。
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

家庭教育学級の開催
家庭教育学級を開催し、家庭教育の充実

や意識の向上を図ります。
◎主な事業

社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

くらしのセミナーの開催
くらしのセミナーの開催により、男女共

同参画社会の確立に向け、くらしの資質、
意識の向上を図ります。

社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

ＰＴＡ活動研修会の開催
研修会の開催により、ＰＴＡの育成と支

援を行います。
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

社会教育指導員の活動の充実
指導者としての社会教育指導員の資質向

上に向けた取り組みを進め、市民、ＰＴＡ
等の社会教育活動の推進を図ります。

社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

家庭と地域の教育を考えるつどいの開催
学校･家庭･地域が一堂に会して、家庭と

地域の教育を考える場を提供することによ
り、家庭と地域の連携強化を図ります。

社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

生涯学習拠点の確保
市内公共施設を生涯学習活動の拠点とし

て活用、確保していくことにより、生涯学
習の推進を図ります。

H21 実施せず
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

教室開放
学校施設の活用により、市民の学習機会

とコミュニティの場づくりを図ります。
◎主な事業 教育総務課

社会教育団体助成事業
社会教育の推進を図るため、社会教育団

体の自主性を尊重して、それぞれの団体へ
の活動支援を行う。

社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

図書館運営事業
運営体制の整備や各種事業の実施などを

進め、図書館サービスの充実･向上を図り
ます。

◎主な事業
社会教育課
（旧・中央図書館）

心がふれあう海老名の魅力づくり

差別や偏見のない明るい社会の推進

スポーツ・芸術・文化を育む海老名の魅力づくり

スポーツ施設の充実

健康で自立した生活を築く海老名の魅力づくり

疾病の予防・健康づくり

２．海老名市第四次総合計画（前期基本計画）実施計画事業一覧
　　　　　 教育委員会 平成２１年度 実施事業 

芸術文化の振興

生涯学習活動の推進

図書館事業の充実
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政策 施策 　事務事業 　事業目的 　備考 　担当課

図書等の情報資料の収集・提供

図書、記録などの資料を収集、整理、保
存して市民の利用に供します。市民にとっ
てさらに利用しやすい図書館を目指し、特
色ある図書館運営を研究・実施し、さらな
るサービスの向上を図ります。

◎主な事業
社会教育課
（旧・中央図書館）

国分寺関係等資料の収集・提供
国分寺関係等の郷土資料を収集し、市民

や研究者に提供します。
社会教育課
（旧・中央図書館）

図書館システムの効率的な運営

図書等の管理・提供などにかかる機械的
システムの改善・整備を図り、事務処理の
効率化・迅速化を進め、市民サービスの向
上を目指します。

社会教育課
（旧・中央図書館）

図書館視聴覚資機材整備事業
視聴覚機材等の効率的な活用を図りま

す。
社会教育課
（旧・中央図書館）

図書館大規模改修備事業
図書館運営の円滑化を図るため、施設の

整備を行います。
H21 事業費なし

社会教育課
（旧・中央図書館）

相模国分寺跡歴史公園の整備活用

海老名市の史跡文化財ネットワークの核
として整備・公開し、利用活用の促進を図
ります。
遺構を復元して歴史的空間の創出を行い

ます。

◎主な事業
社会教育課
(旧・生涯学習文化財課）

相模国分尼寺跡歴史公園の整備活用
史跡相模国分寺跡とともに、海老名の史

跡文化財ネットワークの核として整備公開
し、上部の利用活用を図ります。

◎主な事業
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

秋葉山古墳群の保存・整備
秋葉山古墳群の保存、整備、活用を図り

ます。
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

今福薬医門公園の活用

今福薬医門公園は、江戸時代末期の薬医
門・板塀・三階建ての土蔵や約４０種類以
上の樹木や貴重な植物が群生しているた
め、歴史公園としての段階的整備をして
「自然と歴史のさんぽみちコース」の拠点
場所とします。

社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

郷土資料館（温故館）設置事業

国指定史跡である相模国分寺跡、相模国
分尼寺跡、秋葉山古墳群を中心とした歴
史・文化財等を展示し、広く内容を公開す
る。

社会教育課
(旧・生涯学習文化財課）

文化財の保護

過去の歴史遺産を保護することにより、
市民の文化的生活に厚みを加え、海老名に
居住することの郷土意識を醸造させること
により、市民の文化的生活の向上をより一
層図るとともに後世へ文化資産を引き継ぎ
ます。

◎主な事業
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

文化財の活用

海老名という地域を形作ってきた海老名
の歴史遺産・文化財を活用することにより
市民の文化財保護意識や生活文化の向上と
充実、海老名ならではの歴史資産・整備に
よる市外在住者の観光的誘致を図ります。

◎主な事業
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

市史編さん事業の充実
歴史資料を永く後世に残し、伝えるとと

もに、市民の郷土への理解を深めるため
に、資料の収集･整理･公開等を行います。

◎主な事業
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

歴史資料収蔵館の改修・維持管理事業
現在、分散して保管されている歴史資料

を、集中的にかつ良好な状態で永く後世に
保存し、資料の閲覧等を行うため。

◎主な事業
社会教育課
（旧・生涯学習文化財課）

学校給食における食育の推進

児童やその保護者を対象に、学校給食を
中心として、朝食の大切さ・食事のバラン
ス・食品の安全性など「食教育」の普及・
推進を図ります。

再掲
「学校給食の充
実」

学校教育課
（学校給食センター）

歴史的空間の確保

文化財の保護と活用

母子保健の推進

市史の調査研究

子どもたちを健やかに育てる海老名の魅力づくり
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政策 施策 　事務事業 　事業目的 　備考 　担当課

野外教育施設充実事業
大自然の中で星座の観察を行い、自然科

学を学ばせる場を提供し、併せて親子等の
ふれあいを深めます。

社会教育課
（旧・青少年課）

青少年文化・スポーツ事業

青少年に対する文化・芸術・スポーツの
機会を拡大し、地域間・異年齢間の交流を
活性化させて豊かな人間性や社会性を養
い、併せて健全育成を図ります。

H22～
文化スポーツ課

（旧・青少年課）

青少年会館活動運営事業
青少年会館における活動を通して青少年

の創造性や自主性を養い、青少年健全育成
の推進を図ります。

H22～
文化スポーツ課

（旧・青少年課）

放課後子どもプラン事業

放課後子ども教室推進事業（海老名あそ
びっ子クラブ事業）と放課後児童健全育成
事業（学童保育事業）と巡回指導を連携し
て、小学生に安全な放課後の居場所を提供
し、健全育成の推進を図ります。

◎主な事業
再掲
「多様な教育の
展開」

社会教育課
（旧・青少年課）

海老名あそびっ子クラブ事業
放課後児童に遊びの場を提供し、学年を

超えた交流を通じて創造性・協調性などを
育み、健全育成を図ります。

再掲
「多様な教育の
展開」

社会教育課
（旧・青少年課）

えびなっ子サマースクール事業

児童生徒の夏季休業中の居場所づくりと
して学校施設を開放し、学習や遊び、芸術
体験の場を提供する事により、健全育成を
図ります。

◎主な事業
再掲
「多様な教育の
展開」

学校教育課

児童文化推進事業
児童に対し、クラフトづくりや昔遊びな

どの各種体験を通して情操教育の一環とし
ます。

社会教育課
（旧・青少年課）

青少年指導嘱託員活動充実事業
青少年指導嘱託員としての技能の向上と

併せて、親子がふれあう機会を提供し、青
少年の健全育成を図ります。

H22～
文化スポーツ課

（旧・青少年課）

青少年相談体制の充実

青少年に関する悩みごとや、相談にきめ
細かく対応するために、相談機能を充実さ
せます。また、個別の教育的支援を必要と
する児童生徒及び保護者や教職員に対し
て、適切な支援が行える体制の充実を図り
ます。

学校支援課
（青少年相談センター）

非行防止活動の充実
非行の防止について、啓発や街頭補導活

動等を行い、青少年の非行防止・健全育成
を図ります。

学校支援課

児童健全育成対策事業

放課後児童の健全育成を推進するため、
保護者に代わって児童に安全な放課後の居
場所を提供し、健全育成をする団体に対し
て、財政的援助をします。

社会教育課
（旧・青少年課）

ひびきあう教育推進事業

人と人・社会・自然との関わりを大切に
し、学校・家庭・地域社会の協働により子
どもの生きる力を育み、開かれた学校づく
りを目指します。

◎主な事業 学校教育課

ひびきあう教育懇話会の運営
教育委員会の調査・提案に応じた教育施

策等についての協議・意見交換を通じ、ひ
びきあう教育の推進を図ります。

学校教育課

外国語教育推進事業

学習指導要領改訂に伴う小学校への外国
語活動導入の円滑化を図るとともに、中学
校における教科指導の充実や、英語教員の
資質向上を図ります。

再掲
「多様な教育の
展開」

学校教育課

就学援助制度の充実事業

経済的理由による就学困難な児童・生徒
の保護者に対し、学用品費・修学旅行費・
給食費等の経済的援助を行い、義務教育の
円滑な実施を図ります。

学校教育課

奨学金支給事業
経済的な理由で修学が困難な青少年に対

し、修学を奨励するため奨学金を給付しま
す。

学校教育課

児童・生徒の健康管理の推進
児童・生徒の健康管理の充実により、心

と身体の健やかな成長を促します。
学校教育課

児童・生徒への支援

青少年の育成

青少年育成団体の支援

ひびきあう教育を行う海老名の魅力づくり

ひびきあう教育の実践
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政策 施策 　事務事業 　事業目的 　備考 　担当課

教育支援教室の充実
不登校児童・生徒の発達段階に応じた教

育支援を行い、学校への復帰とともに将来
の社会的自立を目指します。

◎主な事業
学校支援課
（青少年相談センター）

海老名スクールサポートシステム事業
学校や保護者、関係機関との連携を図り

ながら、子どもたちが安心して通える学校
づくりへの支援を行います。

◎主な事業 学校支援課

日本語指導学級充実事業
市内の小中学校に在籍する外国籍児童・

生徒に対して日本語指導を行い、学校での
学習や生活への適応を図ります。

学校支援課
（青少年相談センター）

学校安全の確保
登下校における安全確保の充実を図ると

ともに、保護者への安全意識の啓発を図り
ます。

学校教育課

学校安全管理対策事業
学校生活における児童の安全管理を図り

ます。
学校教育課

効果的な教職員配置の推進（少人数指導）
教職員を効果的に配置し、３５人学級の

実施及び少人数指導体制の充実を図りま
す。

◎主な事業 学校教育課

効果的な教職員配置の推進（指導体制）
教職員を効果的に配置し、生徒指導体制

の充実を図ります。
学校教育課

部活動充実事業
生徒の心身の発達に重要な役割を担う、

中学校における部活動の充実を図ります。
◎主な事業 学校教育課

学区の弾力的な運用

通学区域の弾力的な運用を行うことによ
り、児童・生徒の環境等に配慮した選択を
可能にし、充実した学校生活を送れるよう
に図ります。

学校教育課

学校衛生環境の確保

衛生的で安全な学校環境の確保を図りま
す。市薬剤師会に依頼し、実施していま
す。年１回 学校環境衛生分析管理（照度
等）、室内空気中の化学物質検査を実施し
ます。

学校教育課

学校教育相談体制の充実

小学校に学校訪問相談員を、中学校にス
クールカウンセラー及び心の教室相談員を
派遣することにより、学校教育相談体制の
充実を図ります。

◎主な事業
学校支援課
（青少年相談センター）

青少年相談体制の充実

青少年に関する悩みごとや、相談にきめ
細かく対応するために、相談機能を充実さ
ます。また、個別の教育的支援を必要とす
る児童生徒及び保護者や教職員に対して、
適切な支援が行える体制の充実を図りま
す。

学校支援課
（青少年相談センター）

教職員資質充実事業

学校教育の目標を具現化するため、資質
や指導力の向上を図ります。
教師用指導書を購入し、学習指導要領に

基づく学校教育の展開に際し、教育の質を
担保するとともに、公平性を確保します。

学校教育課

教職員研修事業

教育の今日的な課題に対応し、教育内容
の充実と教職員の資質の向上を図るため研
修講座を開催する。
教職員の主体的な研修活動を支援する学

びの場を提供する。

◎主な事業 教育センター

教育調査研究事業
教育課題、教育実践上の諸問題について

調査研究をし、その成果を教育活動に活か
します。

教育センター

教育史の編さん事業
現在及び将来の海老名市教育の指針を求

め、その充実を期して海老名市教育史を編
さんします。

教育センター

外国語教育推進事業

学習指導要領改訂に伴う小学校への外国
語活動導入の円滑化を図るとともに、中学
校における教科指導の充実や、英語教員の
資質向上を図ります。

◎主な事業
再掲
「ひびきあう教
育の実践」

学校教育課

コンピュータ利用教育

小中学校全校全児童・生徒がコンピュー
タを学べる環境を整備するとともに、情報
教育のあり方を研究し、高度情報化社会の
中で生きる子どもたちにコンピュータを活
用した教育を行います。

教育センター

教育環境の充実

教職員研修・教育研修の充実

多様な教育の展開
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政策 施策 　事務事業 　事業目的 　備考 　担当課

プラネタリウム事業
市民を対象にしたプラネタリウム投影等

を開催し、科学に対する興味・関心を高
め、科学意識の高揚を図る。

教育センター

科学教室事業

保育園児・幼稚園児にプラネタリウム教
室を開催します。また、小学生・中学生に
はプラネタリウム教室・実験教室・子ども
科学教室を開催し、理科教育の充実を図る
とともに科学に対する興味・関心を高めま
す。

教育センター

特別支援教育充実事業

個人に応じた支援を行うことにより、学
校教育の円滑な運営を図ります。
特別支援教育の円滑運営のため、必要な

教材備品等の整備を図ります。

◎主な事業 学校支援課

特別支援教育就学奨励事業
保護者負担の軽減を図り、特別支援教育

の振興に努めます。
学校教育課

えびなっ子サマースクール事業

児童生徒の夏季休業中の居場所づくりと
して学校施設を開放し、学習や遊び、芸術
体験の場を提供する事により、健全育成を
図ります。

再掲
「 青 少 年 の 育
成」

学校教育課

放課後子どもプラン事業

放課後子ども教室推進事業（海老名あそ
びっ子クラブ事業）と放課後児童健全育成
事業（学童保育事業）と巡回指導を連携し
て、小学生に安全な放課後の居場所を提供
し、健全育成の推進を図ります。

再掲
「 青 少 年 の 育
成」

社会教育課
（旧・青少年課）

海老名あそびっ子クラブ事業
放課後児童に遊びの場を提供し、学年を

超えた交流を通じて創造性・協調性などを
育み、健全育成を図ります。

再掲
「 青 少 年 の 育
成」

社会教育課
（旧・青少年課）

校舎のエアコン設置
児童・生徒への教育環境の充実を図るた

め、エアコン施設の整備を実施します。
◎主な事業 教育総務課

校舎のトイレ改修
トイレの改修を行い、学校環境の整備・

改善を図ります。
◎主な事業 教育総務課

校舎内部の改修
建設後または改修後３０年程度を経過し

ている校舎内部の改修をすることで、学習
環境の整備・改善を図ります。

H21 事業費なし 教育総務課

校舎外装の改修
建設後または塗装後１５年程度を経過し

ている校舎の外装を改修することで、学習
環境の整備・改善を図ります。

教育総務課

体育館の改修

建物の経年劣化（築３０年程度）に伴
い、体育館の機能的に問題のある雨漏り、
内・外装など体育館の改修を図ります。そ
の後、財産処分の対象となる築４０年（鉄
骨造）を目処に全面的な大規模改修を図り
ます。

教育総務課

特別支援学級等の改修
知的・情緒障害など特別支援教室、心の

教室などの学習環境の維持管理のため整備
を図ります。

H21 事業費なし 教育総務課

校庭の不陸整正
水はけの悪い校庭を、授業等に支障のな

いよう整備し、学習環境整備を図ります。
H21 事業費なし 教育総務課

校舎の地上デジタル放送整備
平成２３年７月の地上デジタル放送への

切り替えに伴うテレビ放送設備等の改修整
備を図ります。

教育総務課

青少年相談センター改修事業
青少年相談センター事業の円滑かつ効果

的な運営の向上を図ります。
学校支援課

校舎遮熱（飛散防止）フィルム貼付け事業
児童・生徒への教育環境の充実を図るた

め、校舎南面の窓ガラスに遮熱及び飛散防
止のためフィルムを貼り付けます。

教育総務課

小学校校庭芝生化への試行・研究

児童が校庭でのびのびと運動や遊びがで
きるよう、また、地球温暖化防止対策の一
環として、小学校校庭の芝生化を試験的に
実施し、効果の検証を行います。

再掲
「環境問題意識
の高揚」

教育総務課

学校施設の整備・充実
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政策 施策 　事務事業 　事業目的 　備考 　担当課

給食センター建設

老朽化が進む学校給食センターの建て替
えについて、海老名市の学校給食の実施内
容、方法等について検討を加え、行財政を
踏まえて、より効果的・効率的に給食セン
ターを建設する。

◎主な事業
学校教育課
（学校給食センター）

学校給食における食育の推進

児童やその保護者を対象に、学校給食を
中心として、朝食の大切さ・食事のバラン
ス・食品の安全性など「食教育」の普及・
推進を図ります。

◎主な事業
再掲
他の施策にもあ
り

学校教育課
（学校給食センター）

地場産物品の学校給食への活用

学校給食で使用する食材のうち、地元海
老名市や神奈川県内で生産・加工されたも
のを積極的に使用し、食の安全性確保・地
産地消を図ります。

学校教育課
（学校給食センター）

中学校配食給食事業
弁当給食を必要とする中学生に栄養バラ

ンスの取れた食事を提供し、健康保持と体
力増進に寄与する。

H21 事業費なし 学校教育課

学校版環境ＩＳＯ事業
環境に対する各学校独自の実践を通じ、

環境に対する意識の向上を図ります。
◎主な事業 学校教育課

小学校校庭芝生化への試行・研究

児童が校庭でのびのびと運動や遊びがで
きるよう、また、地球温暖化防止対策の一
環として、小学校校庭の芝生化を試験的に
実施し、効果の検証を行います。

◎主な事業
再掲
「学校施設の整
備・充実」

教育総務課

6 政策

20 施策

90 事業

5 政策

15 施策 ←主要施策・事業抽出数

29 事業

学校給食の充実

地球の環境を良くする海老名の魅力づくり

環境問題意識の高揚
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３．学び合い・思いやり・元気なえびなっ子プラン

１ プランの趣旨

海老名市の２１世紀の教育理念である「ひびきあう教育」の具体的推進計
画として、平成２２年度から平成２４年度の３ヵ年計画で『学び合い・思いやり・
元気なえびなっ子プラン』に取り組み、知・徳・体のバランスの取れた「元気な
えびなっ子」の育成を    「市民総がかり」で実践する。

本プランは、「えびなっ子」を０歳から１５歳の海老名の子どもと捉え、小中
学校児童生徒とともに就学前の乳幼児を対象として、「基本的生活習慣の定
着」に向けて、家庭・保育園及び幼稚園（以下「園」という。）・学校・地域・行政
が連携協働して取り組む実践活動である。
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２ プラン策定の背景

　　　　　　　　　　児童生徒の実態

平成１９年度から実施された全国学力学習状況
調査の結果から明らかになった本市児童生徒の
生活状況を分析すると、「早寝・早起き・朝ごはん」
といった基本的生活習慣の定着が充分ではない
ことが分かる。

基本的生活習慣と学力・体力の相関関係は統計
的に明らかになっており、児童生徒の心の問題に
も影響があると言われている。

　　　　　　　　　　学校現場の問題

近年、学校現場から、児童生徒の傾向として「自
己中心的である。」「我慢ができない。」「集団行動
が苦手である。」などの声が聞かれる。

また、指導上「家庭との連携が難しい。」という声
も聞かれ、学校教育の主目的である「学力の向上」
や「心の教育の充実」の指導以前に、児童生徒指
導に多くの時間が必要となり、問題解決が困難な
状況に教職員が苦労している実情がある。

　　　　　　　　　　　「ひびきあう教育」の推進

　「ひびきあう教育」として、１０年間の学校・教育委員会の取組
により、学校教育活動において「開かれた学校づくり」「学校の
特色づくり」が推進され、人や自然とのかかわりという視点から
の教育活動が意識的に行われるようになり成果を上げている。

また、授業や学校行事、環境整備、安全確保など学校教育活
動への地域の支援活動が充実してきている。

しかしながら、「ひびきあう教育」の市民（家庭・地域）への理
解が浸透しているとは言えない状況にあり、市民意識調査でも
低い数値を示している。
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　　　　　　　　家庭・園・学校・地域・行政がそれぞれの役割を果たして

本来、基本的な生活習慣は、発達段階に応じた保護者の家庭でのかかわりをベースにし
て、家庭での「しつけ」により培われるものであり、園や学校での集団生活や地域での生活
体験を通して社会でよりよく生きる能力が培われものであると考えられる。

プラン推進にあたっては、家庭・園・学校・地域・行政がそれぞれの役割を果たすことが重
要であり、同時に、相互に連携・協働して補完しながら「基本的生活習慣の定着」を図るもの
とする。

　　　　　　　　　　　　　　０歳から１５歳を「えびなっ子」と捉えて

児童生徒だけでなく、就学前の乳幼児も含めて「えびなっ子」対象とし、小中学校の保護
者だけでなく、乳幼児を子育てする保護者、保育園・幼稚園の保護者とともに「えびなっ子
の基本的生活習慣の定着」に向けて活動する。

　　　　　　　　　　　　　　　　「市民総がかり」の取組として

『えびなっ子を海老名市民全体で育てる』という視点から、これまでの学校・教育委員会の
取組から「市民総がかり」の取組へと拡大する。そのために、市民全体の活動を統括する推
進会議を立ち上げ、プランを推進する。

また、保護者・地域向けのリーフレットの配布や講演会の実施などによる啓発活動を実施
する。併せて、「えびなっ子」の健全育成にかかわる具体的な実践活動を「市民総がかり」で
展開する。

３ プランの基本的な考え方
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４ 関係法令等 

 

★ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（事務の委任等） 

第２６条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属する事務

の一部を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができない。 

(１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

(２) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

(３) 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること。 

(４) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。 

(５) 次条の規定による点検及び評価に関すること。 

(６) 第２９条に規定する意見の申出に関すること。 

３ 教育長は、第１項の規定により委任された事務その他その権限に属する事務の一部を

事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員（以下こ

の項及び次条第１項において「事務局職員等」という。）に委任し、又は事務局職員等

をして臨時に代理させることができる。 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職

員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 

 

（教育委員会の意見聴取） 

第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他

特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合

においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 
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★ 海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（抜粋） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、海老名市教育委員会（以下「委員会」という。）の権限に属する事

務について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第

26 条第１項の規定に基づく委任、代理等について必要な事項を定める。 

 

（教育長に委任する事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。 

    (１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

    (２) 委員会が定める規則等の制定又は改廃に関すること。 

    (３) 学校その他の教育機関の設置、廃止、位置変更及び名称変更に関すること。 

    (４) 委員会事務局及び学校その他教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。 

    (５) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に関すること。 

    (６) 教育予算その他の議会の議決を経るべき案についての意見の申出に関すること。 

    (７) 県費負担教職員の任免その他の進退についての内申に関すること。 

    (８) 県費負担教職員の分限及び懲戒についての内申に関すること。 

    (９) 県費負担教職員の人事、服務の監督及び研修の一般方針に関すること。 

    (10) 学齢児童及び生徒の就学すべき学校の区域の設定又は変更に関すること。 

    (11) 教科用図書の採択に関すること。 

    (12) 非常勤特別職の職員の任免、委嘱及び解職に関すること。 

    (13) １件 20,000,000 円以上の教育財産の取得申出に関すること。 

    (14) 附属機関に対する諮問、答申及び建議の処理に関すること。 

    (15) 奨学生並びに奨学金の給付の決定、廃止及び返還の減免に関すること。 

    (16) 訴訟、不服申立て、請願及び陳情に関すること。 

 

（教育長の臨時代理） 

第３条 教育長は、前条各号に掲げる事項の処理について、急施その他やむを得ない事情

があるとき又はあらかじめ委員会の指示を受けたときは、これを臨時に代理することが

できる。 

２ 教育長は、前項の規定により事務を臨時に代理したときは、次の委員会の会議に報告

し、委員会の承認を求めなければならない。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海老名市教育委員会 教育部 教育総務課 庶務係 

〒 243-0492 海老名市勝瀬 175 番地の 1 

Tel 046‐235-4916（直通） 

Fax 046-231-0277 

E-mail kyoiku-soumu@city.ebina.kanagawa.jp 


